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まえがき

本報告書は､ 1996年5月10日から同5月31日まで22日間にわたって実施したマリ共和国｢種

子生産整備計画｣およびエチオピア連邦民主共和国｢優良種子生産強化計画｣の2案件に係わ

る事前調査をとりまとめたものである｡

本調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された太陽コンサルタ

ンツ株式会社 マサンバ･ゲイユ(団長･藩概排水) ､村松康彦(農業･土壌)および垣屋誠
(農業機械･種子)の3名によって行われた｡

マリ共和国にとって農業は経済の基盤であって､潅瓶農業がニジェール川流域で盛んに行わ

れている｡しかし未だ食糧自給は達成されておらず海外からの援助と輸入に頼っている現実で

ある｡農業生産を安定的に拡大するこために優良種子の普及は非常に重要な因子であり､優良

種子の普及によって食糧の自給および外貨の節約が期待される｡

そこで本調査では国家種子サービスおよび地域経済研究所の種子研究室に対し施設の改修･

機材整備計画に関する調査を実施した｡

エチオピア連邦民主共和国にとっても食糧自給は極めて重要な国家の課題であり､マリ共和

国同様に海外からの援助に頼って国内の食糧需要を賄っている｡

種子の供給はこれまでエチオピア種子公社が担ってきたが､構造調整政策の下で公社も民営

化されつつあり､国内の種子供給を安定させるためにも現在ある施設を強化し生産･供給を安

定することは今後の発展にとって必須である｡

以上の観点からエチオピア種子公社の種子農場および種子の品種改良を実施している研究施

設等の施設改修に係わる調査を実施した｡

現地調査においては､マリ､エチオピア両国の関係機関､在エチオピア日本大使館および国

際協力事業団の協力を頂き､情報の収集や現地調査､討議を行った｡これら協力を頂いた諸氏

に対して甚大なる謝意を表すと共に､本案件が早期に実施の方向-進むことを願う次第である○

平成8年10月

太陽コンサルタンツ株式会社
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Ⅰマリ共和国 種子生産整備計画

1.背景

1.1一般概況

マリ共和国は西アフリカではニジェールについで広く､ 124万km2の面積を有する内陸国で

ある｡国土のほぼ中心には国際河川であるニジェール川が東西に流れている｡

気候は総じて熱帯乾燥で､降雨は通常6月から9月に見られ地域的に非常に偏った降雨パター

ンを示す｡すなわち首都バマコでは1,200mlllほどの降水があるのに対し､北部の乾燥地帯では

ほとんど降水がない｡また気温は4月には34度-39度にも達し､最も低い1月でさえ16度-33

度になる｡

気候的および地形的には､国土の南端部は小面積ながら熱帯雨林が認められ､北上するに従

い雨林､サバンナと変化し､北部は乾燥したサヘル地域となっている｡

公用語はフランス語であり､その他に民族ごとの言語が使用されている｡バンパラ族が35%を

占めており､続いてフラニ族が20%と推定されている｡

1.2 経済概況

1.2.1一般状況

世界銀行による分類(worldDevelopmentReport)では重債務低所得国､非石油一次産品輸出国

に区分けされている｡ 1993年の1人当たりGNPは270ドルであり､世界でも下から16位にランク

される最貧国の一つである｡

蓑1匡l良総生産と団長踏竜

セクター別付加価値の割合

農業

工業

製造業

サービス業

市場価格に於けるGDP

% of total Bl良絵支出の

42.4 民間消費

15.4 政府消費

8.9 民間投資

42.2 正味の輸出

100.0

1994 % of total

83.4

11.9

26.5

-21.8

100.0

資料: world Development Report.TYle World Bank

GNPの42%は農業セクターで生産されており､約80%の国民が農業に従事しており､大部分が

その生産物を販売しない自給的農家と考えられている｡また工業セクターはGNPの15%を占め

ており､製造業部門はわずか9%である｡
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一方､国民総支出を見ると､ 1994年には26%カミ民間投資によるもので､現在その割合は次第に

増加してきている｡

マリの経済は交易条件および気候因子に大きく影響されるためGDPの実質成長率は大きく変

動している｡

表2匡脚

_

li)Hl) li)i)() li)i)J lり聖_ ⊥望旦_________

名目GDP 653.8 674.5 672.3 737.2 753･8

GDP/capita(CFA丘-000) 73,156 73,219 70,701 75,109 74,376

実質GDP* 658.4 661.2 644.8 695･2 690･O

il三Li'rirGDP旦丘虫'. ｣
____________也__________二三⊥皇___________J

] )且__

注: *1987の価格レベル｡なお1994の成長率は2.4%

## : EIU Country Profile 95-96

ii3i_･上之ニニ皇_岨王立_⊥ li)i).3L･丁)

I
.

iミ;:.-:i-止止二出エ_二_

農業
-4.9

工業 3.7

製造業 5.4

±ニビ7tこ監________________
____________________二｣1

資料: EIU Country Report lst quarter 1996

セクター別の成長率をみると1993年には､約5%のy7イナス成長を記録した農業部門を除い

て2.6-5.4%の成長を示した｡

1.2.2 構造調整と平価の切り下げ

マリ国政府は1981年より国際通貨基金､世界銀行および二国間援助供与国の指導の下､構造

調整に取り組んでいる｡政府はすでに穀物市場の自由化､価格規制の緩和､民間投資の促進､

民営化､補助金の縮小､財政均衡に取り組んできている｡

さらに1994年には､それまで25-30%程過大評価されていた通貨は50%切り下げられ､

cFA丘･100:FFrlとなり､増加していた資本逃避も歯止めがかけられた｡その結果､国内の価格

の歪みは緩和され､市場の要請に応え資源を有効に利用できる環境が整えられつつある｡

また平価切り下げに伴って､首都と地方の交易条件が改善され地方の農家の暮らし向きは改

善した｡一方でそれまで高価な輸入財を消費していた都市住民の間では不満が高まりつつある｡

現在計画中の地方分権が仮に実行されれば､首都と地方の経済格差は縮小し､特にセグウ､

モプティなどニジェール川およびバマコーガオ道路に近い都市が大きな恩恵を受けると予測され

ている｡
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1.2.3 財政状況など

1994年の国家歳入は2,362億cFA丘･であり､ 40%以上が海外援助によって賄われているo一方､

歳出は2,784億cFAfrに達している｡

そのため財政赤字は422億cFA丘にも達し､コミットメントベースのグラントを差し引いた場

合は1,395億cFAfrにもなり､これら数値から国家財政が如何に大きく海外からの援助に頼って

いるか､また財政の均衡が国家の重要な課題であることを読みとることができる｡

匡l際収支は1992年以降､輸入減少と輸出産品の国際価格の上昇によって改善されつつあるも

のの､貿易赤字は1970年代の中頃からの大きな問題であり､今世紀中はこのような状態が継続

するものと予測されている｡一方､経常収支の赤字は1993年には102百万ドルと報告されているo

サービス部門の正味の輸出と債務返済がoDAおよび海外からの送金によってある程度打ち消さ

れている構造になっている｡

直接投資と間接投資はこれまでのところほとんどなく､負の資本収支は他の資本流入によっ

て賄われている｡

対外債務は前年からほとんど変わらず1994年には265百万ドルとなっている｡債務の9割が長

期債務であるが､そのうち44%は国際機開からの借り入れであり､近年の経済実績が評価され

繰り延べが期待されている｡

しかしながらマリ国経済にとって対外債務は大きな足柳となっている｡

1.2.4 商品貿易

マリでは綿花の輸出が輸出収入の約400/oを占め､また約30%Lま畜産の輸出によって占められて

いる｡また近年では金の輸出が投資の自由化と平価切り下げの影響で急速に伸びつつある｡
'
エ
.
I
.
'
'
.

･
一
:
.
i
.
.
,
.
1
,
･
･
.

fob,1993

lbrn

339 *^ fob, 1992 690

139 機械類

108 食糧

58 中間製品

了二I/血#_U旦

資料: EIU Country Profile 95-96, Ministere de la cooperadon
,Franceの資料より

注:算定方法はIMFと異なるので注意

212

71

41

37

一方､ 1992年の輸入財は機械類が約30%以上を占めているが､食料品の輸入も2位で約10%Lこ

達している｡

綿花が匡l際価格の変動に曝されている一方で､穀物や家畜は干ばつに(近年では1970年代､

1980年代の初期)見舞われ大きな被害を受けるなど､輸入収入､食糧の生産も安定していない｡
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1.2.7 総括

マリ国の経済停滞の原因は主に以下の3点に集約できる｡

1)内陸国であること

最も近い国際港まで少なくとも1,300kmは経れている上､他のサヘル地域と比較しても道路の

整備は遅れている｡さらにニジェール川を利用した物流は7月から12月までしか利用できない｡

さらに一般的には

2 ) 1970年代､ 1980年代の干ばつ以来の農業部門の低成長率

農業技術は極めて遅れており､農業生産は天候という不安定要因によって支配されている｡

3)交易条件の変動

農業はマリ国にとって唯一比較優位を持つ産業であって､これまで見た来たように農産物が

主要な輸出産品である｡そのため農産物の交易条件はマリ国経済に非常に大きな影響を与えて

いる｡

1.3 農業の概要

1.3.1土地

耕地面積は全面積のわずか20/.で､ 24%Lま永年牧草､また林地は5.50/.を占めているo残りは

FAO生産年報ではその他に分類されており､大部分は半乾燥あるいは乾燥地域で耕作は不可能

と考えられる｡

また耕地面積は1988年から1993年ゐ間に約20如曽加し､林地は年率20/.の割合で減少している｡

藩概面積は78千haに達しているが､これは仝耕地面積のわずか3%にすぎない｡潅概農業は

主にニジェール川流域で行われているが､本河川は潅概の他に物流､発電などにも利用されて

いる｡

ニジェール川は雨期には増水し､少なくとも8ケ月間家畜飼育に必要な牧草および耕作可能

地を供給している｡また､この自然増水を利用して水稲栽培が行われ､前述の港概農業は主に

ニジェール川の南西部で行われいる｡

1.3.2 資本財および農業技術

農業生産に利用されている資本財に関する資料は非常に限られているが､地方農民は伝統農

法に頼っていることは確かである｡ FAO生産年報によると1979年から1981年の間利用されてい

たトラクタ-の台数はわずか830台で､その後10年間も殆ど増えていない(1993年には840台) ｡

収穫一脱穀機は非常に少なく､ 1993年には全国でわずか50台しか利用されていない｡

農業機械は主に収益性の高い綿花生産に利用されていると考えられ､小農に関してはこのよ

うな技術は利用されていないであろう｡
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1.3.3 人的資源および労働力

1994年の総人口は1,050万人､そのうち15歳末清人口が半分を占め､人口密度は平均して8.4/

b㌔と見積もられている｡人口は1980年から1993年の間に年率3 %で増加しており､ 2000年まで

は3.1%で増加することが予測されている｡一方で労働力の増加率はこれまで年率2.6%であり､

今後も2.8%で増加すると予測されている｡

平均人口密度は低いが､南北で非常に較差がある｡北部では以前1.5/km2であったが､トアレ

グ族一政府の衝突後には2 0万の人々が隣国-の難民となった｡さらに'70年代､ -80年代の干

ばつによって多くの遊牧民が難民となっている｡

南部は北部に比較すれば人口密度は高く､特に農業生産が活発なバマコ､シカソ､セグウは

高密地域である｡マリ国の最大都市は首都のバマコであるが人口は61万5千人であり､次がバ

マコの東方約200kmに位置するセグウで人口6万3千人である｡

教育に関して､就学率は初等教育についてすらも非常に低く1992年には25%で､成人識字率

も32%と極めて低い｡政府はこれまで大学レベルの高等教育に多くの予算をそそぎ込んでいる

が､その就学率は1990年においてもわずか1 %にすぎない｡

2.マリの種子生産･配布の状況

2.1種子生産配布体制の概要

マリ共和国の種子生産配布体制は､国家種子計画(plan SemenderNationd;1987)によって規

定されている｡

ここではまず一般的な優良種子の普及について述べた後､国家種子計画および現地に於ける

聞き取り調査の結果をもとに､当該国に於ける種子生産配布体制について記述し､加えて各行

政組織の役割について述べる｡

2.1.1一般的な種子生産と普及

一般に農業試験場等で選抜や品種改良(育種)によって開発された新品種は､一定の基準に
基づく審査を経て新品種として登録される｡登録された新品種は特性の維持に細心の注意を払

い系統栽培をし盈旦塵とする｡度々種はその後異形や爽雑物の除去に注意し増殖を受け､盈歴

となる｡原種はさらに増殖を経て貯蔵種子となり､干ばつ時等の緊急用に貯蔵される｡その後

さらに増殖を経た種子は一般種子として､各農家に普及販売される｡

2.1.2 マリにおける種子の生産から普及の流れ

マリ国における種子生産配布事業は地域開発環境省(M血stere仇DevdopmernRural et de

1-BlvironmerA)によって司られており､ 2.1.3に述べる5組織が中心になって行っている.種子

普及の流れをまとめると以下のようになる｡
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まず育種事業及び原々種の生産は地域経済研究所の育種部門の研究室が担当しており､開発

された新品種は品種登録委員会の審査により登録を受ける｡

その後､国家種子サービスがこの原々種の配布を受け､全国にある種子生産国場にて原種及

び貯蔵用種子の生産を行う｡この生産は採種組合が実施しており､組合が国家種子サービスよ

り種子を購入し､増殖後､国家種子サービスが買い取るという形で行われている｡

こうして生産された貯蔵種子は一部は緊急時用に国家種子サービスが保存するが､他は村落

採種組合に販売し､村落採種組合が増殖後､一般種子として一般農家に販売している｡一般種

子の生産技術や一般農家に対する優良品種の導入促進及び技術指導は農業改良普及所が行って

いる｡

2.1.3 種子行政機関の働き

マリ国の種子生産配布体制は以下の6組織によって行われており､そitぞれの役割は以下の

通りである｡

1 )種子評議会(Nadonal Seed Council,CNS)

本組織は地域開発環境省に対する種子事業の諮問委貞会である｡

2 )品種登録委員会(NationalVariety Release Committee)

各地域ごとの種子需要をとりまとめ､種子配布計画を作成している｡また以下に述べる農業

研究所で開発された新品種の登録および種子カタログの作成作業を行っている｡さらに種子の

品質保証基準も本妻月会において作成されている｡

3 )地域経済研究所(Instituteof Rural Economy;IER)

ERでは4研究室が農業研究を担っており､各地域の気候環境に適した優良品種を開発する

など様々な研究活動を行っている｡このうち種子研究室(I^tx'Sem)が種子の生産と品質保証

(圃場審査及び生産物審査)の業務を担当しており､全国に有する圃場において原々種の生産

を行っている｡

主な業務は以下の通りであるo

品種改良

輸入種子の選抜評価

原々種の生産

種子の品質管理及び保証(各実績は添付資料4参照)

4 )国家種子サービス(NationalSeed Service,SSN)

法によって1991年8月に農業環境省農業委員会の下部機関として設立された｡

当該国の種子行政の実施機関であり､本組織が運営する全国の採種圃において採種組合

(seedGrowersAssodadon)が種子(原種及び貯蔵用種子)生産を行っているoさらに本組織は

種子評議会に対して技術サポートも行っている｡

具体的な業務内容は次項の通りである｡
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･種子生産普及プログラムの発案､マネージメントおよびフォローアップ

･国内種子事業の管理計画

･種子生産事業体に対する技術的､事務的､補給的支援

･地方戟貞の支援及び種子生産農家の訓練

･種子備蓄体制の管理

5 )農業改良普及所(me Development Structure)

優良種子の普及､栽培方法の指導等普及事業を行っている｡また各農村の村落採種組合が国

家種子サービスより購入した種子を増殖し一般種子とする際に技術指導および調整等をおこなっ

ている｡

農業改良普及所ではERや他の地域機関と共同で展示圃場を設け､優良種子の普及および農家

の訓練に努めている｡

最近まで優良種子は高価であるため農家には十分に普及していなかったが､価格の自由化と

種子生産の農家委託によって状況は変わりつつある｡

採種闘では異型の除去に細心の注意が払われ､より農家に近い状況で種子生産が行われてい

る｡また高価な化学肥料の代わりに有機物資材を投入するようになり､生産コストの削減がは

かられ､種子価格が下がりより広く優良種子が普及されつつある｡

2.2 種子産業における問題点

マリ国における種子の生産から普及において問題になっていることは以下の通りである｡

･潅概が十分に行われていないために気象条件に大きく左右され､種子の生産が安定しない｡

･国内需要をまだ十分に満たしていない｡

･種子生産で使用されるインフラや機器が不充分･で老朽化している｡

･輸送手段などの整備が不充分

･資金不足

3.優良種子生産配布整備計画の概要

3.1計画の背景および概況

マリ国にとって農業は国家経済の根幹であり､食糧の自給と確保は独立以来の国家経済政策

の一つの柱である｡しかしながらこれまで度重なる干ばつの発生および遅れた農業技術に基づ

く農業部門の低い生産性のために､国内の食糧需要を賄うには至っていない｡そのため農業生

産の拡大は当該国の国家的要請であり､地域開発環境省の行動計画においても農業生産拡大の

重要性が明示され､これまで種々の政策が実施されているところである｡

農業生産拡大のためには肥料農薬等の利用による単収の増加､潅概事業による栽培面積の拡

大および各気候に適した優良種子の利用による単収の増加等の方法がある｡第1の方法はすで
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に日本からのケネディ-ラウンドに関連した援助として行われてきている｡また第2の方法は

特定の地域の農業生産拡大に極めて有効な方策である｡一方､第3の方法は速効性が高く､広

域的に農業生産の拡大を行うには有用な手法といえ､当該国の農業問題解決には極めて適して

いる｡

ところで一般に途上国で流通している種子は品種純度が低い､爽雑物が多いなどの問題を内

包しており､不良な種子の利用によって農業生産が甚大な被害を被ることがある｡また､種子

の自家採取を何代も続けていると､品種の退化を来たし収量が低減することが知られている｡

このような場合､周到な管理の下で採取された種子による更新を行うことによって､増収が期

待され､特に不良環境では効果が大きいことが知られている｡

日本では大正5年から精力的に育種･種子事業が行われ､各種の作物の収量が増加したばか

りでなく､作物によっては従来は栽培の行われなかった地方にまで栽培範囲が広がり､また不

良環境に村する抵抗力の強い品種ができたために､障害による減収を最小限度に止めるという

ことも可能になった?この時期､単に収量の増加だけをみても平均して10%の増収が記録され

ており､優良種子利用の有用性がわかる｡さらに昭和7年から行われた小麦の育種事業では､

当時650万石に過ぎなかった収量が､数年の内に1,000万石をはるかに超す実収量になるなど極め

て大きな成果を残してきている(野口弥書著;栽培原論) ｡

以上のように優良品種の導入は､農業生産拡大のために極めて重要な因子であることがわか

るが､マリにおいても1964Sより優良種子の生産が始まっている｡そして1977年には種子生産

事業(selectedSeedProdudionOperaion;OPS)が始まり､これが国家種子サービスの設立に繋がっ

ている｡さらに1987年には先に述べた国家種子計画(NationdSeedPlan)が策定され､現在､本

法のもとに種子生産が行われてきている｡

しかし､マリでは優良品種の育種および種子の生産･配布をし､国内の種子需要を満たすに

は資金が不足しており､また種子生産に必要とされる機材やインフラの整備が不充分であり､

あるにしても著しく老朽化している｡そのため国内の種子事業の円滑な実施が妨げられ､足踏

み状態にあるのが実状である｡

マリ国における優良種子の生産から配布のスキーム(囲1)のうち､国家種子サービスは種

子行政の実施機関であり､優良種子生産国場の運営を担い種子生産の実務上からも中心的な役

割を果たしている｡また地域経済研究所は優良種子の原点である原々種の生産を行い､さらに

供給種子の品質管理を行い､種子を利用する農家の利益を守る上で極めて重要な役割を果たし

ている｡

そこで本計画では｢国家種子サービス｣および｢地域経済研究所｣の2組織を強化拡充する｡
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地域経済研究所
種子研究室

(育種事業および
原々種の生産)

新品種の評価･登録

品種登録委員会 農業改良普及所

国家種子サービス

(採種匝における優良種子増殖
原種･貯蔵用種子の生産)

バブグー圃場･ダラバニ圃場
サマンコ屠場･エンペソバ屠場
その他4屠場

優良種子の供給

〔璽堕)
村落採種組合

図1 マリ国における優良種子の生産から配布のスキーム

｢国家種子サービス｣はセグウにある本部の他に､現在有する8つの採種闘のうち､とりわ

け機材･インフラの整備が不充分で､老朽化が著しい以下の4つの採種圃も拡充し､効率的で

機能的な種子事業が実施できるよう配慮する｡

･バブグー 機材の不足と老朽化が問題であるo

･ダラバニ 8つの採種圃の内､最も設備機材の不足が著しい｡

･サマンコ 首都バマコ近郊であることから､訪問者も多く､都市-の食糧供給とい

う観点からも種子事業上極めて重要であるにも拘わらず機材の整備が不

充分で至急整備する必要がある｡

･エンペソバ 機材の整備が不充分で年間の種子生産計画も達成できていない｡

｢地域経済研究所｣はソトバにある種子研究室の品質管理等の業務と全国に点在する原々種

生産の5支場を強化拡充する｡

上記2組織はいずれも､広い国土面積に散在する農家をカバーするために､採種闘および支

場が全国に点在しているが､それらの間の種子や農業生産資材の輸送を可能にし､種子生産事

業の実施を円滑化することにも配慮し､輸送手段の確保も必要とされるところである｡
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3.2 計画の目的

本計画の目的は短期的には以下の4点が挙げられる｡

･食用作物の種子生産の拡大

･時宜に適った種子の配布

･確実な種子の品質保証

･干ばつ等の緊急時に備えた優良種子の貯蔵

そして長期的には国内食糧生産を安定的に拡大することによって､まず食糧自給を達成し､

食糧の輸入を減らすことによって外貨を節約することが目的である｡

3.3 計画地区

本節では案件に関わる組織の成り立ち及び現状などを記述する｡

サービス

本部は首都バマコより235km西のセグウにあり､管理部および2つの技術部門とからなって

おり､現在国内に8つの種子圃場を有している｡

職員について

職月は86名であり以下の構成である｡

農学者および農業工学者15名

上級技術吏員 10名

技術吏員 14名

補助職 47名

この他に種子生産の専門家および訓練普及の専門家が各一名所属している｡

本案件で対象となる4採種圃は以下のような状況である｡

1 )バブグー(Babougou)

本部のあるセグウより70km離れており､畑作及び水稲の原々種､原種を生産している｡全

開場面積は600haで､うち100haがミレット､ソルガム及びトウモロコシの生産に､残り500haが

水稲生産に利用されている｡

2)ダラバニ(Dalabard)

首都バマコより18Ckm離れており､ 100haの圃場を有している｡本地域では年間900-1200mm

の降水があり､陸稲および畑作物の原々種､原種を生産している｡
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3)サマンコ(Samanko)

首都バマコより20km離れており､ 10α1aの闘場でミレット､ソルガムおよびトウモロコシの

原々種､原種の生産が行われている｡

4 )エンペソバ(M■Pessoba)

セグウから110km経れており､ 40haの圃場で畑作用種子の生産を行っているo機材の不足と共

に土壌肥沃度が低いことも制限因子になっており､そのため有機質資材の投入が必要である｡

2.地域経済研究所 種子研究寄

地方経済研究所の中でも中心的な研究室であり､原々種の生産および種子の品質保証を行っ

ている｡本部はバマコ近くのソトバ(Sotuba)にあり､ニオノ(Niono)
､シカソ(Sikasso)

､

モプテイ(Mopd)
､ケイズ(Kayes) ､ガオ(Gao)の5支場を有しているo

主な対象作物は､

一食用作物

一野菜類

一工芸作物

一牧草

一束林作物

本研究所も財政上の問題から試験設備が不充分であり､関連したインフラの整備をする必要

がある｡

3.4 計画の内容

本計画は設計業務および現地作業･機材整備の2つのコンポーネントからなる｡

設計業務

一計画に関わる資料の見直し作業

一種子圃場のポンプ等のインフラに関する詳,W設計

一潅概計画

一計画実行

一事業費積算
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現地作業･機材啓備

1.国家種子サービス

1)本部

輸送設備

倉庫(1(氾t)

冷蔵設備

通信機材

2)バブグ種子圃場

水稲生産:圃場整備

20haの均平工

水路の整備

場体改修

堤防のリハビリ

機材整備

トレーラー付トラクタ-

テティスクプラウ

脱穀機

種子処理施設

畑作物:可動式潅概設備

脱穀機

種子処理設備

輸送

散布器

フェンス

ダラバニ

圃場整備と建設業務

15ha均平工

8h12の種子乾燥設備およびその建屋

機材整備

トレーラー付トラクタ_-

テざィスクプラウ

脱穀機

種子処理施設および雨よけ

輸送

発電機
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散布器

サマンコ

機材整備

トレーラー付トラクタ-

脱穀機

輸送

散布器

エムペソバ種子圃場

機材整備

トラクタ-

脱穀機

輸送

2

インフラストラクチャー

倉庫建設

機材整備

トレーラー付トラクタ一

国場管理機

可動式スプリンクラー

フェンス等

種子処理設備

輸送

3∴ノトバおよび5支場の試験器具の整備

4.その他

本案件の成功のためには以下の様々な要因を考慮に入れて､マリ政府が種子行政を今後とも

遂行していく必要がある｡

まず一般種子の生産を行う採種農家の選択である｡種子の品質を維持する上で採種農家の技

術レベルは供給種子の品質に大きく影響するので､厳正に農家を選択し､また農業改良普及所

が協調的に技術普及を行う必要がある｡

また農村金融も重要な因子の一つであり､農業開発銀行(NationalBalk of Agricultural

Development)が採種農家に低利で融資をすることが重要であろう｡
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さらに優良種子の普及に農業改良普及所のみならずその他の民間機関および非政府組織が協

力する必要があり､それらが能率的に種子の配布に努める必要がある｡そして最後に種子の貯

蔵を確実に行うことが重要である｡

以上の諸因子を考慮に入れ､種子行政が実施されるならば､より効率的に効果が発現するで

あろう｡

5.総合所見

マリ国において農業はGNPの42%を占め､輸出品目のトップには綿花､家畜が挙げられ､農業

は同国経済の根幹となっている｡しかしながらこれまで干ばつ時には海外からの食料援助に大

幅に頼らなければならない不安定別犬態が続いている｡

政府は近年世界銀行指導の下で構造調整プログラムに取り組み､国内の価格の歪みも解消さ

れつつあり､プロジェクトの効果が発現されやすい環境が整えられつつある｡

今回提案された案件は特に速効性の高いことが知られる種子増産プロジェクトであり､食糧

の安定的な生産の実現によって国民の希求であるところの食糧自給が達成され､さらに外貨の

節約につながり､同国経済の農業依存度を考慮に入れるとそのインパクトは計り知れない｡

また案件に関与する各組織ではこれまでフランス､世銀､ usAIDなどの被援助経験があり､

計画の実施上問題はないと判断される｡

マリ国政府も本案件の実現を極めて強く希望しており､日本の無償資金援助によって推進さ

れることが妥当と考える｡
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C)ti INTRODUCTION

1 I Background

1･1 General background

The Republic of Mall extends about l′600 km from north to south and roughly the same

distance from east to west with a narrowmg at the center･ It has an area of l･24m･sq km′

slightlysmaller than Niger ,which
is the second largest area among west Africa

fs
countries.

It is a landlocked country with an international river
,the
Niger
,flows

across the heart of

the country from east to west ･

Climate is generally dry and hot uniformiy･ Precipitation are usually observed between June

and September and coverage is highly uneven, ranging from about 1,200 mminBamako(the

capital)
to negligible levelsinthe arid north region･Temperature ranges from 34 to 39 degree

inApril and it ranges from 16 to 33 degreeinJanuary･

Regarding the reglOnal differences′ the country has five Climatic and topographic

zones･From smau areas of tropical forest cover in the extreme south ′ the landscape mns

north through bands of wooded and savannal1,before reaching the arid Sahelian zone･

Official language is French′and several local languages are being spoken based on ethnic

groups,whose ma]orityis the Bambara group estimated to share 35% of the population

fouowed by the Flani shares 20%･

CFA franc is the currency and it is set to CFAfrl:FFrO･01･Average exchange rate was

CFAfr555.2:$1 in 1994.

1･2 Economic background

1.2.1 Genel･al

Mali is classified as a severelyindebted low-income economy and goes under a group of

exporter of nonfuel primary products･GNP per capita was $270in1993, 42% of which

was generated in agrlCultural sector′including a substantial amount of non-monetary

production by the almost 80% of the populationintherural sector dropped from 86% at

the beginning of 19801s･Andindustrial sector shared 15%,regarding manufacturing section it

accounted for only 9% of GNP･

In 1994 more than 26% of gross domestic expenditure was being driven byinvestment of

prlVate Sector but山e share has been increasmg graduauy･



Tablel佃mdGDE

Components of GDE 1994 % of tQial

Pdvate consumption 83
･4

Government consumption ll･9

hvestment 26.5
･

Export-1mport -21･8 -

100.0

SVucture of production % of t(血1

Agriculture 42･4

Industry 15
･4

Manufacturing 8 I 9

由･＼･i(し______________
_A _

GDPatmarketprices lOO･O

Source: EIU Country Report 1996

Real GDP growth rate has凸uctuated sharply as
Mali■s terms of trade have osc山ated and

its dependence upon climatic
factors has continued･

Table 2 Gross domeshc product
-

19931989 1990 1991
.___

1992 1993

GDPatcurrentprlCeS 653･8 674･5 672･3 737･2 753･8

GDP/capita(CFAfr'000) 73,156 73,219 70,701 75,109 74,376

GDPatconstantprlCeS* 658･4 661･2 644･8 695･2 690･O

RealGDP growth(%)
1 1･7

一且4
-2･5

7･8
10･8

Note:+in1987 price level･ The growth rate
in 1994increased by 2･4%･

Source: EIU Country Profne 1995-96

Table 3 Growth rate of each sector in 1993W

Agricultu re -4
･ 9

Industry 3 ･ 7

Manufacturing 5･4

siT･＼･iu1,｣ _
_

__⊥とユ_
Source: nle World Development Report 1995

Each sector expanded at the rate 2･6% to 5r4 %except agrlCultural sector which shrank at

4.9%in1993.

1.2･2 Adjustments and Devahation

From 1981 the government opted for a policy of internationaladjustmentunder pressures

of the IMF′the World Bark and major
bilateraldonors･It has liberalized grainmarkets′eased

prlCe COntrOIs,encouragedinvestment ,privatized
parastatals,reduced subsidies and

corrected fiscal imbalances.



Andinmid-1994 CFAfr was devaluated at 50% ,to
CFAfrlOO:FFrl.It was thought to be

overvalued by 25-30% , which induced growlng CaPital freightbefore the devaluation ･

With these political endeavors ′ price distortions have been eased and
it is get血g possible

toallocate resources efficiently reflecting market demand･

Terms of trade have been improved between urban and rural reglOnS
too Since the

devaluation.

Thus farmers inrural area has been better off,however social unrest are
becomlng a big issue

among urban dwellers ′who
had en)'oyed consuming expensive imported goods･

If decentralization is implemented
,it
is under planng Presently,it

is
also likely to alter the

balance between the capital and the ma)or reg10nal centers ,especially
Segou and Mopti

′close
to the Niger and on the vital Bamako-Gao highway′ should bene丘t

1.2.3 Goverrment finance

Govemment revenue amounted to 236.2 CFAfr bnin1994
,more
than 40% of which came

from extemal grants･And the expend血re山1994 totaled 278･4 CFAfr bn･

Thus the balanceincomitment basis before grants reported to
be
1139･5
CFAfr bn and it

fell to
-42･2
CFAfr bn after grants･

These figures implies the economy of the country lS largely dependent on foreign assistance

and balancmg public finance
is a major gOVemment Challenge･

1･2･4 Balance of payments

Although merchandise trade deficit has been improved considerably since 1992 dues to

downward pressure on imports and favorable international market for Malils exports,it has

been a substantial problem since the mid-1970s and it can be expected to continue for the

rest of the century･

Current account deficit is reported to be -$102million
in 1993･Net export in service and

debt-service obligation are traded off with official development assistance and remittances

from Malians emlgrantS･

Direct investment and portfolio investment have been negligible and negative capital

account balance came from other capitalflows･

1･2･5 Forelgn debt

Total external debt rose little in 1993 to stand at $2･65bn･44% of long term debt ,more than

90 % of totaldebt,was financed by multilateral institutions and it might be rescheduled

dues to the recent economlC performance･

Iiowever
,extemal

debt remains a ma)or constraint on the Malian economy･



1.2.6 Merchandise trade

on merchandise trade,more than 40% and roughly 30% of export revenue come from cotton

and livestock production respectively･Mining,mainly of gold,is expanding rapidly under the

twininfluences of devaluation and a liberal hvestment code.

Machinery was mainimport goods which amounted to 31% of total importin1992･And the

second was food products accounted for
more than lO%･

The productions of grainand livestock are very vulnerable to
drought which has brought

about shortfalls of grain and
devastated the transhumant cattle herds of the northin1969-

74 and 1981-83･And revenue of cotton export is susceptible tofluctuationsininternational

market prlCe･

Table 4 Foreign tra吐e

Totalexports fob･1993 339 Tbtalimports fob,1992 690

ofwhid一:

machinery 212

food products 71

intermediary products 41

r)etroleum l)rOducts 37

k(し

仙
蜘
g

-
3
9
1
0
8
5
8

Source:EIU Country Profile 95-96, Originally from Ministere de la cooperation
,France･

Note:The calculation method is different from IMF.s.

1.2.7 Review

These unfavorable economic Performances mentioned above are attributable
to following

factors.

1)Itslandlocked position

Distances to the nearest forelgn port from most placesinMali
are at least 1,300km and

road communications are poor even by the Sahelian standard, river transportation are

available only
between July and December･

and more generally′

2)low levels of growthinagriculture since disastrous droughts of the 1970s and 1980s,

Agricultural productions are being practiced with very prlmitive technologies and the

production
is
very vulnerable to unstable climatic condition･And

it is said that the country

is sub)'ected to drought which has struck once a decade･

3)theflucttlationsinterms of trade from 1985･

Agriculture is the only one economic motor with comparative advantage
in this country and

mainexportable goods are
its
products･Thus the terms of tradeinagrlCultural products

have severely affected the economy ･



1
･3
Agriculture

1.3.1 Land

Arable land covers only 2% of the total area ,
24 % is used for permanent pasture,forest

and wood land covers about 5.5% and the rest of the land
is classified as the others ,most

of whi血are thought to be semi-arid or tme arid climate･

The area of arable land expanded 20% between 1988 and 1993,on the other
hand
,forest

and wood land have been decreasing at 2% amually ･

The Niger serves as a vital waterway and provides natural irrlgation as well as
hydropower

for 6 month of the year･

As the seasona川oods retreat
′they
leave pasture for thousands of livestock desperate for

food and water after a dry season of at least 8 months･The retreating floods also leave

damp areas for man′equally desperate for cultivable land in an arid environment･Flood

water is sometimes retained for swamp rice cultivation , and has been made available for

irrigation , particularlyinthe south-western section of theinland Niger delta･

Irrigated area
,including

land irrigated by controlled flooding, amount to 78,000ha which

corresponds to only 3% of the arable landinthe country(FAO production yearbook)I

1･3･2 Capital and technologleS

Available data on capital goods utilized for agricultural production is very limited

,however ,it
is sure that farmersinruralarea depend on very prlmitive technologies･FAO

production yearbook reports that the number of tractors used for agrlCultural production

was only 830in1979-1981 and it didnTt increase significantlyinthe following decade(840

in1993).

Harvester-thresher has been used
in limited number

′oれly
50 haⅣester-threshers were

available all over the country in 1993･

It is thought that these agricultural machines are used in productive cotton famers and

most individual farmers can not access to such advanced technologleS･

1.3.3 Human resources

The estimated population was lO･5 million in 1994 giving an average density of 8･4

inhabitants per sq･ km･One half of the population is reportedly under age of 15･ The

average annual population growth rate was 3･0% from 1980 to 1993 and it is expected to

expand by 2000 at a rate of 3･1%･On the other hand labor force has increased at 2･6% and

expected to increase at a rate of 2･8%･



Overall population density is low as mentioned above′however ′it
is Characteristic that

differences are large between north and south･Anestimated densityinnorth drops to about

l･5inhabitants per sq･ km before the government-Tuareg conflict′which let 200′000 people

go out of the Mali-s border
as refugees･And the drought of 1973 and 1984/85 evacuated

many nomads from the north region tO neighboring countries･

on the other hand
it is densely populated h the south ′

Bamako along with Sikasso and

Segou
,where

most agrlCultural production takes place, are heavily populated reg10nS･The

largest city in the country
is the capital′Bamako′ with a population of 615 thousands and

fouowed by Segou with 63 thousands population･

On education′ prlmary education enrollment rate is very low′25%
in 1992′and adult

illiteracy rate is 68%･However,the government has allocated budged mainly on tertiary level

,enronment
rate in which was negligiblein1980 and only l% even

in 1990･

1･4･4 Su-ary andintroduction to the Seed system

Therural sector is by far the most important sectorinthe malian economy, whichincludes

agriculture, animal husbandry, forest and fishery･ This sector contributes 40
to 45% of

GDP′ nearly 75% of export value′ and constitutes the main source of
income for 80% of the

population･ Agricul山re and animal
husbandry contribute for most of the GDP value with

respectively 54% and 29% (1992) and with
food crops, namely grains (millet,sorghum and

rice),
being allocated one third of the value･ Food self sufficiency and security and a

better

management of natural resources constitute the main axes of the mission
devoted to the

agrlCultural sectorinthe
framework of the country globaleconomic and social policy after

independence･

Today, this mission has been reconfirmed through the different strategleS Set
forth in the

action plan of the Ministry m charge of Rural Development and Environment whose main

objective
is to put仇e agrlCul山ral sector with the prlme role to revive the economy･

The use of improved seeds, which are adapted to the different ecologlCal zones, constitutes

one of the determinlng
factor to increase agricultural production and reach

food self

sufficiency･ This reality has successively led to the start of seed productioninsome research

stations from 1964, to the creation of the Operation Improved Seed Production (OPS)in

1977 (tobecome the National Seed Service in 1991) and to the elaboration of a National

Seed Plan in 1987.



2. Outline of the National Seed Plan

2･1 Objective

The objectiveof the
National Seed Plan is to define the country global policyinterms of

production and distribution of improved seedsinorder to cover the national
demands and

even山auy answer to山e needs of the African reglOn･

2.2 hstitutional Framework

The institutional framework considered for the conception, the coordination, the animation

and the management of the seed sector is under the Ministry
in charge of RuralDevelopment

and Environment and is the following:

- The National Seed Council (CNS): is an advisory board advising the Ministryincharge

of Rural Development and Environmentinthe
definition of the seed policy･

- The National Variety Release Committee: isincharge of

I up-dating the national seed catalogue

･ setting the objectivesof production of血proved seeds with respect to the needs

identified on the field

･ establishing a plan of distribution of the produced seeds

･ definingthe certification criteria of the seeds

- The National Seed Service (SSN): is in charge of the coordination and the animation of

the seed programs･ It acts as the technical secretariat of the National
Seed Council and

execute the decisions taken by this latter･ In brief′ it is the executing agency of the

strategy of seed production･

-
The Agronomic Research (IER):is, throughits seed laboratory (LaboSem),incharge of

the selection and the production of varieties that are adapted to the different

ecological areas, and the supply of pre-foundation and foundation seeds･ It is alsoin

charge of the field and laboratory control and the certification of seeds
in conformity

w地the required mles and criteria･

- The Agricultural Development Structures (trainingand extension at the farmers level):

are in charge of the dissemination and promotion of improved seeds･



3･ Summary of the Production and Dissemination Scheme of Improved Seeds

Seeds are actually produced followmg a simple scheme based on the coordinated

intervention of the follc･wlng COmP OnentS:

3,1. I.E･R･ (Rural Economy Institute or Agronomic Research)

Theintervention of I.E.R.includes:

- the creation of new varieties;

-

the improvement of varieties;

一也e selection of
high quality forelgn Varie也es;

- the production of pre十foundation seeds;

- the quality control on the鮎1d and at the laboratory･

3.2. National Seed Service

It is血charge of the multiplication and production of foundation and RI seeds (stock

seeds) through
farmers it organizes for this purpose･

To do that′ it has several seed farms

and multiplication points spread outinthe different regions Of the country･

33･ Agricultural Development Structures

From the RI seeds produced by the National Seed Service, these structuresinvolved mainly

intrainlng and extension organize seed growlng Villages
in the production of R2 seeds

(extension seeds) for the farmers of their
localities･

The Agricultural Development Structures try to convince farmers to adopt new varieties and

to use already known varieties of improved seeds･ To do that, they establish,
in

collaboration with IER and the leXisting projects,demonstration plots in the farmers fields

with the purpose of train1ng and animation

Until recently, the high cost of improved seeds produced by public enterprlSeS has

prevented
its
successful promotion･ This situation has recently changed with the

implementation of the policy aimed at liberalizing the market and transferring
tO the farmers

the production of seeds･ The aim
is to produce at the farmer conditions the improved seeds,



with the mainattention being attached to the respect of the norms regarding the location of

the seed plots so as to ensure variety purity to the grown seeds･ The application of organic

manure actually popularized can satisfactorily replace the use of fertilizer･ This approach

has two advantages: firstly′ it helps break the farmers hesitation to sophisticated

production technology that are too far from their reality; and secondly, it spares them

(farmers of the seed growing villages and private growers) high production costs of

improved seeds and the risk to produce without being able to sell due to high costs･

4･ Major Constraints of the Seed Sector

- difficulty to ensure a secure and stable seed production due to unstable climatic

conditions (seed production under rain fed conditions is uncertain)I

- failure to cover the country demandinimproved seeds

- Old andinsufficientinfrastructure and equlPment uSedinseed production

- Lack of logistic means (transportation,etc･)

- Lack of adequate fund

5･ Necessity and Advantage of the lmprovement of the Sector

- Better functiona山y of the sector

- Increase of production of at least 20%

- Contribution to food self su血ciency

- Better coverage of the country different regions

- Decrease of seed production costs

It is to be noted that the establishment of a performlng Seed organization capable of

properly answerlng tO the real needs of the farmers requlre a COntinuity of actions･ These

hclude namely the production technology mvolved′ the formation and the animation of the



seed growerswiuing and apt to preserve the quality of the seeds they produce, and
finally

the necessary motivation of the farmers to the use of improved seeds･ The provision and the

strengthening of a qualified manpower and material to theinstitutional structuresincharge

of coordination and conception (SSN) or quality control (Seed Laboratory of IER)
is the

most sure mean not only to perpetuate the results foreseen of the seed sector but also to

develop them harmoniously with respect to the general development of the agrlCultural

sector.

II. TERMS OF REFERENCE

1･ Necessity/Justificationof the Project

To realize food self suf丘ciency and food security
in the short and middle term is one of the

main objective of the country agrlCultural policy･ This should pass through the

intensification of agriculture, namely by the use of appropriate equipment, inputs and a

better management of the natural resources･ The use of improved seeds adapted
to the

differentagroecologlCal zones
is one of the best mean to increase agrlCultural production

and reach food security･The implementation of an efficient seed structure able
to timely

answer the needs of the farmers require a COntinuity of actions and modern working tools･

The multiple and complex seed activities requlre Of the National Seed
Service′ the

institutional structureincharge of coordination and conception, and that of Research (IER),

in charge of the production of pre-foundation seeds and quality control, appropriate

equlPment and infrastructure ･

This actual request
is seeking the improvement of the means of intervention of the

aforementioned twoinstitutions.

Given the size of the country and the isolation of the seed farms and research stations, the

acquisition of transportation and communication means is a necessary condition for the

implementation of the seed strategy. Due to the highcost of mineral fertilizer′the~ use of

organic manure seems to be the only option for the farmer to raise the soil fertility･ The

availability of small tractors equlPPedwith trailers will provide a valuable helpinthe

couect and the transportation of organic manure･

nle National Seed Service and IER can efficiently face the demand of improved seeds with

the infrastructures and equlPment sought for this project･The use of improved seeds

contributesinthe augmentation of production and productivity･

10



2･ Objectives

To increase agrlCultural production,
it is necessary to ensure the availability of good quahty

seeds･ IER is the only researchinstitution producing pre-foundation seedsinMali which

constitutes the basis for the multiplication of basic seeds and certified seeds, Rl and
R2･

Multiplication is done by the National Seed Service through its seed farms and seed growing

farmers with the IER beingincharge of the quality control in the fields and in the
laboratory･

This projectwill help the
National Seed Service and IERinorder to:

-

produce good quality seeds, namely
food crops,insufficient amount,

-

ensure a timely distribution to farmers

-

guarantee qualitythrough thorough
test in the laboratory andinthe field

-

store good qualitァseeds for food security

3･ ProjectArea

3.1 htroduction of the National Seed Service

1. Creation and mission

Created under the decree nO 91/052. P. CTSP of 21 August 1991, the National Seed Service

is under the National Agricultural Board of the Ministry of Agriculture and
Envirorment･ Its

mission is to implement the country seed policy･ In this connection, with the concerned

services and farmers organizations, it isincharge to:

-initiate, manage and
follow up the seed programs;

-

organize and programall seed activities;

-

supply technical, administrative and logistic assistance to the different seed producing

units;

- back uprural managerial staff and farmers trainlng
ln regard to production′ collect′

storage and diffusion of improved seeds;

-

manage security seed stocks

2･ Organization

The National Seed Service consists of:

-

a general headquarters located at Segou (235 km from Bamako′ the capital city);

i(I



-

eight actuallyfunctionlng Seed farms spread out in
different reglOnS Of the country･

The headquartersincludes two technical divisions and one administrative and financial

bureau.
l

3. Staff

The staff consists of 86 members:

- Agronomists and agrlCulturalenglneerS
= 15

- Specialized agrlCultural technicians = 10

- Agriculturaltechnicians
- 14

- Auxiliaries -47

In addition′ the National Seed SeⅣice
is assisted by two national experts: one

in seed

production; and oneintrainlng and animation･

Furthermore, the National Seed Service needs several meansinmaterials and equlPment tO

fulfill its technical and managerial role and an urgent rehabilitation of
four of its eightseed

farms. These are:

A) Babougou

lt is located 70 km of Segou and multiplies foundation and certified RI seeds of rainfed and

irrigated crops･ It has an area of 600 ha of which 100 ha
are for rain fed crops such as millet,

sorghum and maize etc., and 500 ha are devoted to irrlgated rice･ Due to the lack of

appropriate equlPment and to the depreciation of the existing
one andinfrastructures,

Babougou needs a strengthening of
its means ofintervention･

ち)Dalabani

It is located 180 km of Bamako and has an area of 100
ha. With an annual rainfall of 900

to

1200 mm, Dalabani multiplies foundation and certified RI seeds of rain
fed rice and upland

crops･ Dalabani
is the least equlPPed farm among the farms of the National

Seed Service･

Consequently, it needs an upgrade of its equlPment and infrastructures･

C) Samanko

lt is located 20 km of Bamako and multiplies foundation and certified
Rl rain fed seeds of

millet, sorghum, maize, etc･ It has a cultivated area of 100 hal
Its
proximityto the capital

city of Bamako makes
it a strateglC Seed farm′ which

is
often visited･ It scores a very

high

12



demand in seeds but its low level of equlPment COnStitutes a handicap for the realization of

its ambitions in terms of seed multiplication･ The supply of the appropriate equlPment
is

necessary and urgent･

D) M■Pessoba

lt is located 110 km of Segou and has a cultivated
area of 40 hal This area

is solely devoted

to the production of rain fed seedsI Soil fertilityconstitutesthe mainconstraint of this farm･

This necessitates the suppl) of important volumes of organic manure･
In addition,

it is

poorly equipped, making the correct execution of
its annualprograms

difficult･

3.2. Brief htroduction of the Seed Laboratory of
IER

The Seed Laboratory lS One Of the main central laboratories of the IER･ It
is in charge of

regulating the production of pre-foundation seeds and controlling and certifying Improved

seeds of the followlng Crops:

ーfood crops

-

vegetables

- industrial crops

I

Pasture Crops

- forest crops

The laboratory activities are mainly:

- production of pre-foundation seeds

-

controlinthe multiplication fields

-

controlinthe laboratory

The Seed Laboratory needs appropriate laboratory equlPment and infrastructure
in its

headquarters at Sotuba near Bamako and five stations spread outinthe country, Niono,

Sikasso, Mopti, Kayes and Gao, to produce pre-foundation seeds and perform adequate

quality control of improved seeds･

4･ Organization of the Project

The projectwill
be executed by a SSN with reinforced means for its central servicesinSegou

and for its seed farms.

13



The organization of seed production on the field will be based on: i)the selection of villages

for the production and multiplication of R2 seeds
in collaboration with the concerned

Agricultural Development Structures; ii)the production of RI seeds
by seed farmers on the

seed farms of SSN; and iii)the quality control and certification by the seed
laboratory of

IER acting independently of SSN･

with respect to this organization and to answer to different problems and constraints of

the seed sector andinorder to extend the production of improved seeds
to a larger part of

the country, particular focus should be
on: i)the selection of the seed growing villages,

which greatly conditions the success of such
an operation; ii)the aspects related to credit

and the role of the BNDA (National Bank of Agricultural Development) as theinstitution

liable to supply the necessary credits
to the seed growers of the approved seed growing

villages; iii)the dissemination and the promotion of R2 seeds by the different Agricultural

Development Structures or private organizations (NCO, traders, etc･)operating
in given

areasinorder to set up secure, efficient and profitable systems of seed
distribution; and iv)

the set血g up of a seed security stock

5. Relation between the SSN and other institutions

5.1. The execution of the projectwill necessitate a close collaboration at the central and

regional level:

i) with IER in charge to supply the necessary pre-foundation seeds and certify the

produced improved seeds through its seed laboratory (LaboSem) whose meanswill be

increased and decentralized
by the pro)'ect;

ii)With the AgriculturalDevelopment Structuresincharge to organize and advise farmers･

Furthermore′ the CNS′ which is to meet periodicallァat least twice
a year (atthe end and

beginning of the cropping season), will assess the progress accomplished and establish the

outline of the future work program and the respective tasks of all concerned structures

involvedinthe seed system･

5･2･ With the BNDA･ The inputs related to the seed multiplication will
be bought from the

credits allocated by the bank to the seed growing Villages approved
by this institution･

14



6･ Components of the Project

The components of the projectcan
be subdividedinto two components: the

design and the

works and supply of equipment

6･1 Design

- revision of data and plans related to the project
- detailed design of the infrastructure planned for the seed farms and stations,

namely･ pumps

･ planed system of irrigation

･丘eld
leve血g

･

project
implementation program

. cost estimates

6･2 Works and supply of equlPment

I.Sulつ1)Ort tO the National Seed Farm

1. Head(コtlarterSinSe∈ou

- Transport equlPment

- Warehouse loot capacity

- Cold room

- Automatic radio communication network

21 Babougou seed fan

a) rice seed production

i)land development

- leveling of 20 ha

-clearmg and
re
profi血g of canals

-

consolidation of waste banks

-

rehabilitation of dike
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ii)equipment

- tractor with trailer

- disc plough

-

thresher

-seed processmg unit

b) rain fed or upland crops

-

mobile sprinkler irrigation system

- thresher

-

seed processlng unit

-

transport equlPment

~

Sprayer

- fence

3. Dalabani seed farm

i)land development and construction

- leveling of 15 ha

- drying area of 80 m2 + shelter

ii)equipment

- tractor +trailer

- disc plough

- thresher

-

seed processmg u血t + shelter

-

transport equipment

-

generator

-

SPrayer

41 Samanko seed fan

i)equipment

- tractor十trailer

- thresher

- transport equlpment

~

SPrayer
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51 M■Pessoba seed fan

i)equipment

- tractor

- thresher

- transport equlPment

In. Sut)I)ort to IER

i)infrastmc山re

-

warehouses

ii)equipment related to seed production and processing

- tractor + trailer

-

plough′ ridger′ harrower′ pulverizer

-

mobile sprinkler system

- fence and various tools

-

seed processing equlPment

- transport equlpment

iii)laboratory equipment for Sotuba and five stations

ⅠⅠⅠ.SPECIALISTS FOR THE PROJECT

1･ Japanese Specialists

The Japanese specialists and their activities in the design phase of the projectare described

as follows:

Specialist DesignPhase(month)

Fieldwor Report

1)Teamleader/IrrigationandDrainage ユ′o 1′0

2)Deputyteamleader/Specialistofseedplant ユ′o ユ′o

3)Facilitydesign/Costestimates 2′0 ユ′o

4)Socio′Agro-economy/ProjecteValuation 2′0 ユ′o
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2･ Malian Specialist

The malian counterpart will consist of:

1) Representative of the National Seed Service

2) Representative of the IER

3) Representative of the Development Structures

18



IMPLEMENTATION

Services Year1 Year2 Years

Semester1 Semester Semester1 Semester Semester Semester

1.&

.Field

･Reporting

2.Works

･Topographic

Survey

.Plans.

Tendering

.Constmction

andequlpment

.Works

･SupeⅣision

E′N

Ⅴ. UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF MALI

1･ The Government of the Republic of Mali shall facilitate to carry out the study
in

accordance with the prevailing laws and regulations stipulated by the
Republic of Mall as

follows:

19



(1)to secure the safety of the Japanese study team;

(2)to pemit the members of the Japanese study team to enter, leave and sojoum
in the

Republic of Malifor the duration of their asslgnment therein, and exempt them
from visa

fees;

(3)to exempt the members of the Japanese study team from taxes, duties, fees and any

other charges on equlpment′ machinery and other materials
to be brought into and out of

the Republic of Mali for the conduct of the study;

(4)to exempt the members of the Japanese study team from income tax and charges of

any kind imposed on or in connection with any emoluments or allowances paid to the

members of the Japanese study team for their services in connection with the

implementation of the Study and on or in connection with any services from a third

party for the completion of the Study, ifnecessary;

(5)to provide necessary facilities to the Japanese study team for the remittance as well

as the utilization of the funds introduced
into the Republic of Mali from Japan in

comection with the implementation of the study′ ifnecessary;

(6)to obtain permission for entry into special area for the purpose of implementing the

study;

(7)to secure permission which is considered and issued by the relevant authorities
for

the Japanese study team to take out all data and documents including maps and

photographs related to the Study out of the Republic of
Mall to Japan;

(8)to provide medical services as needed･ Its expenses will be chargeable on the

members of the Japanese study team･

2. The Republic of Malishall bear claims, if any arises, against the members of the Japanese

study team resultingfrom, occurring in the course of,
or otherwise connected with, the

discharge of their dutiesinthe implementation of the Study, except when such claims arise

from gross negligence or willful misconduct on the part of the members of the Japanese

study team･

3･Le Service Semencier National sham act as a counterpart agency to the Team and also as

coordinating bodyinrelation with other organizations concerned
for the smooth

implementation of the Study･

20



4. Le Service Semencier National shall provide, at
its own expense, the Japanese study team

wi血the fouowmg′ m cooperation with other organizations concemed;

(1)available data and hfomation related to the S山dy′

(2)counterpart persomel′

(3)suitable office space with necessary fumiture in Bamako and Segou

(4)credentials or identification cards′ and

(5)necesary number of vehicles w地drivers･

21



Ⅱ.エチオピア連邦民主共和国

優良種子生産強化計画

プロジェクトファインデイング調査報告書
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KUNZILA原種農場入口 原種農場（500ha）よりタナ湖をみる

KUNZILA原種農場種子倉庫．．…雨期の雨漏りが懸念される

原種農場…‥区画割済み　但し耕起のみで潅漑排水設備は無い

タナ湖の水は利用されていない



KUNZILA原種農場　管理棟

管理棟内部



アルマヤ農業大学種子農場（170ha）

研究棟…．穀物別に建物が分かれている

レンテル豆およびチックピー 農業大学所有の農機，…メンテナンスは良好



Ⅱ エチオピア連邦民主共和国 優良種子生産強化計画

1.エチオピアの概況

1.1一般概況

エチオピア国はアフリカの角と言われる地域に位置する内陸国で､その国土は北緯3度から

188度に､東経33度から48度に展開し､全国土面積は1.1百万km2に及んでいる｡

エチオピアの西部にはスーダンが位置し､南部に向かってはケニアと東部はジブチおよびソ

マリアと国境を接し､北部は1993年に独立したエリトリアと接している｡

地形的には台地が多く､低くは海面下100mから高くは海抜4,00Om以上まで非常に起伏に富ん

でおり､首都アジスアベバは海抜2,450mに位置している｡

降雨分布は地域的な差異があるが､一般に高地では少なくとも1,000mm以上の降雨があり､低

地や北部のティグレ地域では降水量は5∝)mm以下となっている｡

人口は51.9百万人(worldnさVelopmentRq)ort 1995)と報告されており､これまでに確認され

た64の民族のうちオロモ族が最も多く､アムハラ族､ティグレ族がこれに続いている｡

またこれまで250の言語が確認されており､公用語のアムハラ語と英語のほかに近年はその他

の言語教育にも力点が置かれつつある｡

通貨はB血が用いられ､為替レートは現在2週間毎のオークションで決定され､ 1995年の平均

為替レートは6.15Birr/Sであるo

1.2 社会概況

社会主義を標模していたメンギスッ政権はエチオピア人民革命民主戦線但PRDF)8こよって､

1991年に14年間の幕を閉じ､その後暫定政権が樹立された｡

暫定政権はEPRDFの中心メンバーであったティグレ人民解放戦線crpLF)のメレス氏をリーダー

とし､前政権時代に形成された中央集権的なシステムを改革し､地方分権を強力に押し進めた｡

そして4年後の1995年8月､暫定政権はエチオピア連邦民主共和国の樹立を宣言し､民族に基

づいた9つの地域政府と首都アジスアベバからなる連邦制の政権が誕生した｡その際､制定さ

れた新憲法は､司法･立法の独立､人民議会(the Coundl ofPeoPe-s Represe止adve;CPR)と連邦議

会(theFederalCoundl)からなる二院制を言匿い､各地域は連邦政府から脱退することも認められて

いる｡

ティグレ族が主体のEPRDFは現在cpRの議席の9割を占め､また連邦議会もEPRDFが主体と

なっており､この政治的民族的バイアスが国家の不安定要因となっている｡
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1.3 経済概況

1.3.1一般状況

エチオピアは世界銀行による分類(worldDevelopmentReport)では重債務低所得国､非石油一

次産品輸出国に区分けされている｡ 1993年の1人当たりGNPは100ドルであり､本邦の僅かo.3%

にすぎず､世界でも第3位の最貧国の一つである｡

また同報告書は1980年から1993年のGDP成長率は1.8%､同時期の人口増加率は2.7%と報告し

ており､実質所得は年率o.9%の減少と算出され､この期間のエチオピア経済の混沌を物語って

いる｡

政府は1991年以来市場経済化を進めており政府支出は縮小しており､未解決の土地問題や地

方分権による経済-の影響の懸念から民間投資は増加はしているものの本格化していない｡ま

た輸出額は平価切り下げの影響を受けている｡

国民給

1988侶9

Birr m % of total

1993/94

Birr m % of total

民間消費 12,324 73

政府消費 3,129 19

民間投資 2,363 14

正味の輸出ル

GDP瑚

資料: EIU Country Profile 1995196

23,645 86

3,246 12

4,592 17

-4.080 -15

27.397 10〔

GDPに占める各セクターの付加価値の割合を見ると､農業セクター･サービスセクター共に

1990年には約40%と報告されているo しかしその後､農産物価格が改定され工業生産が減少し､

さらに軍事支出を中心にサービス部門が縮小された｡

その結果57億5千万ドルに達した1993年のGDPはサービスセクターが30%Lこ低下したのに対し

て農業セクターは60%Lこ増加しており､依然として経済が如何に大きく農業に依存しているか

が窺われる｡さらに産業別の就業人口を見ると1992年にも全人口の73%が農業に就業しており､

その殆どは自給的農業と考えられている｡

1.3.2 開発計画等

1991年以降､政府は市場経済化を志向し､ 1992年にはIMFの構造調整融資を受け入れ､関税制

度の見直し､平価切り下げ､農産物市場の自由化が行われてきた｡

1995年には民営化も部分的ではあるが行われ､さらに経済開発計画省は対外経済協力省と合

併し､以前経済開発計画省が作成していた10カ年計画はIMFの経済改革プログラムにとって変わ

り､以下に述べる開発20年計画とならび長期計画のガイドラインとなっている｡
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開発20年計画は暫定政府が1993年に発表しており､農業主導の経済発展を唱え､特に農産物

の輸出に主眼が置かれている｡

また中期の5カ年計画では､農業開発､交通網のリハビリ､通信網の整備およLび教育の普及

の4課題が掲げられ､そのうち農業が最重要課題として挙げられている｡

以上のように今後ともエチオピア国では農業に重点を置いた政治経済が遂行されるものと考

えられる｡

1.4 農業の概況

1.4.1土壌資源および水資源

耕地面積は12百万hであり全国土の10%Lこ相当し､ 40%の40百万hが永年牧草地として利用さ

れており､国土のほぼ半分は粗放的であるにしても農業生産のために利用されていることにな

る｡

森林面積は国土の25% (FAOProductionYearbook)と報告されているが､実際の森林による被

覆は全国土面積の3 0/o未満といわれている｡今世紀初頭には森林面積は400/oを占めていたとい

われており､人口増加に伴う農地面積の拡大およびエネルギー需要の増大によるところが大き

いと言われているo

さらに国土が起伏に富んでいるという自然条件によって土壌浸食もまた深刻な問題となって

いるoある見積19)では200万ru (現在の耕地面積の170/.)が深刻な土壌浸食に曝されていると言

われており､将来作物生産が不可能になると憂慮されている｡

しかし土壌肥沃度は一般に高く､母材は火成岩(火山性)および変成岩からなり陽イオン交

換容量が高いという特徴がある｡アジスアベバ周辺は土壌物理性に問題があるものの天然肥沃

度が高いゲ7-テイルが主要な土壌である｡また国の南部は十川ック･ニけルが､北部は1-t.)ブタ･カンヒ○ル

が主要な土壌であり､いずれも塩基飽和度の高い肥沃な土壌である｡特に南部の1一日ック･ニけルは

広い範囲の作物に適し､施肥によって極めて高い生産を上げることが知られている｡

一方水資源は一般に豊富だが､地域による差異が極めて大きい｡エチオピアの南西部は乾期
は2
-4ケ月あるのみで年間平均降水量が1,500mmであり､地域によっては2,400mmを越えてい

るo しかし国の東部から北東部にかけては降水量が少なく､年間平均降水量が500mm以下の地

域もある｡さらに高度による水資源の既存量および気温等も大きく異なる｡

農業技術の普及あるいは農業政策の実施に当たっては以上の様な気候環境上の地域特性を考

慮に入れなければならない｡

以上をまとめると土壌浸食の問題があるものの一般に土壌は肥沃で水資源も豊富であるため

土壌保全などの適切な管理を行えば農業開発の可能性は極めて高いといえる｡しかし農業技術

の普及あるいは農業政策の策定に当たっては気候環境上の地域特性を考慮に入れなければなら

ない｡
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1.4.2 資本財及び農業技術

トラクタ一利用台数は1980年代初頭にはわずか3,933台で､その後年々減少し1991年には3,900

台(以上エリトリアも含む)と報告されており､エリトリア独立後エチオピア国内で利用され

ているトラクタ-は3,000台と推定されている｡収穫一脱穀機も非常に少なく､ 1993年には全国

でわずか100台と推定されている｡台数はトラクタ一同様に年々減少しており､老朽化に伴う台

数の減少を示していると考えられる｡さらに農耕地には火山噴出物が散見され､これら地域に

大型農業機械を導入するには困難が予想される｡

藩叔に関しては､耕地面積の30% (3.7百万rn)が港概可能と評価されているが､実際にはそ

の僅か5% (19万ha)しか潅漉されておらず､今後藩概開発によって生産性および生産の安定

性が大幅に増大するものと期待される｡さらに地下水開発の可能性も大きく中央高地､北部の

一部､西部及び南西部において地下水資源既存量が大きいことが指摘されている｡

肥料投入量も極めて低く､中国･インドを除く低所得国平均が35.2kg伽であるのに村して､

エチオピアではその1/4に相当する9.5k帥aの肥料が投入されているのに過ぎない｡エチオピ

アの小農にとって､施肥の経済性には疑問が投げかけられており､施肥技術の導入に関しては

詳細な検討を必要とすると考えられる｡

種子に関しての詳細は後で述べるが､現在種子需要の数%-25%しか満たされていない｡さ

らにエチオピアは地域によって気候環境が非常に異なるためそれぞれの気候環境に適した種子

の開発が必要とされ､またそれぞれの気候環境に適した改良品種の栽培方法の開発と普及が必

要と考えられる｡従って種子の増殖､生産とならび研究開発部門も重要な役割を担っている｡

1.4.3 人的資源および労働力

5,190万人の全人口のうち労働力はその44%に相当する2,260万人と推計(国連)され､今後

2000年まで年間2.2%で増加すると見込まれている｡現在､労働力の約70%が農民であり､公務

員および軍隊が残る労働力の受け皿となっているものの失業率は30%程度(1993年)と推定さ

れている｡

初等教育の就学率は国全体では22% (1992年)と報告されており､統計が発表されている国々

の中では最も低い数値であり､また識字率に関しては統計数値がないものの農村部では2割以

下と推定されており､農村部に於ける教育レベルは極めて低いと言わざるを得ない｡

高等教育(大学レベル)の就学率もlO/oと極めて低く､こitまで多くの高学歴層が政治難民

として国外に退去していることから､農業技術の開発やそれを農家に伝える技術者も不足して

いる現状が窺われる｡
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1.4.4 農業生産

11オヒ○ァの主な食糧作物は穀物であり､大麦､ソルガムおよび11オヒ○ァ独特の作物であるテフが

生産されている｡

図1にFAOProducbonYearbookを基に､過去10年間の穀物生産量の推移を1979年から81年まで

の3年間を基準年とした指数として図示した｡

穀物生産は長期的には漸増傾向にあるものの変動が大きく､ 84年には基準年の70%まで生産が

低下した｡エチオピアではこれまで10年に1回の割合で干ばつが発生しており､ 84年もこの干

ばつの年に相当しており､食糧が大幅に不足し飢僅が発生した｡

気候による農業生産の変動も大きいが､平年通りの収量が得られたと仮定しても､食糧は不

足状態にあり､毎年海外からの援助に頼って国内需要を賄っている状態である｡以下の表に

1989年からの食糧生産量と食糧援助による供給量を示したが､援助は毎年国内生産量の6-18

%に達しており､ 1992年および1994年にも100万トン以上の食糧を援助によって補っている｡

さらに今後の人口増加を考慮に入れると毎年32万トンの増産を行う必要があり､改良種子の

等の利用によって食糧を安定的に増産することに非常に大きな期待がかかっている｡

糧生産と食料援助 (千tons

1989 1990 1991 1992 1993 1994

食糧生産 6,780 6,698 7,331 7,059 7,947 7,038

食糧援助 418 647 927 1.176 519 1.278

## : EIU Country Profile 1995-96

また輸入産品のリスト(次項)のトップは食料品であり､食糧の輸入は貿易収支を悪化させ

る一因ともなっている｡

エチオピアにとって農業は唯一比較優位を持つ産業であって､輸出収入の70%が農産物の輸出

によってもたらされている｡
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主な輸出農産品はコーヒーとなめし皮であって､コーヒーが輸出収入の60%弱を占めており､

なめし皮は10%強を占めている｡

表3

麹越(1994

コーヒー

なめし皮

金

Bm 輸入(1993)

320 食糧および家畜

68 原油

23 石油製品
′TJJキ ロ

ユ
･
.

I
.
E
.
:
T

以上をまとめると農業は国家経済の要であり､国内総生産のeO%を占めており仝労働力の約

70%の雇用を提供している｡また水･土壌などの天然資源賦存が豊富で貿易面からは農業セク

ターが比較優位を有しており､輸出産品の70%が農産物輸出によってもたらされている｡さら

に価格の自由化､市場経済化などが世界銀行の指導の下に行われており､近年経済のフアンダ

メンタルズが適切に管理され国内の価格の歪みなどが解消され経済発展に必要な条件が整いつ

つある｡

しかし人的資源の不足･資本の不足などから農家は肥料､農薬および種子等の投入財へのア

クセスが今のところ不充分であり､早急に解決し将来の人口増加に見合った食糧の安定的な供

給が必要である｡

2.エチオピアの種子生産･配布の状況

2.1種子事業の概要

1992年の暫定政権下に､政府は種子産業政策(Nationd Seed lndustryPolicy､以下略す場合は

NSIP)を策定しており､その中で種子産業に関連する各機関の役割などを規定している｡

以下ではNSIPおよび今回の現地における聞き取り調査の結果をもとに､まず種子生産の過程

についてふれ､続いて行政組織(添付資料4参照)について記述する｡

まずエチオピアにおける種子行政は種子産業庁によって司られている｡

優良種子生産の出発点である新品種開発事業は､アルマヤ農業大学(juemayaUniversityof

Agriculture)と農業省傘下の農業研究所(hstit止e ofAgricdtural Research)において行われており､

これら2機関がそれぞれ別々の品種､栽培地域を担当している｡ここで開発された新品種は数

年にわたる現地適応試験を経た後､種子産業庁傘下の国家品種公開委員会(NaLionalVariety

RdeaseCorrmittee)で評価され､合否の判定が下される｡こうして合格した品種は､原々檀

(Breederseed)として､毎年25kgをエチオピア種子公社に供給する義務を負うことになる｡

登録された優良品種の種子は､エチオピア種子公社にて増殖され原種を経て一般種子となる｡

その後種子産業庁にて品質証明を受け､エチオピア種子公社を通じて国営農場や農家に販売

されることになる｡

アルマヤ農業大学及び農業研究所で開発され､新品種として合格した種子の増殖､機械処理､
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消毒､貯蔵､販売､及び公開品種の仕様を記載した種子カタログ(SEEDBULLETIN)の発行と

改訂は､現在エチオピア種子公社が責任を負っており､本公社は種子産業における要の役割を

果たしている｡

また地域気候の多様性というエチオピア独特の特徴も考慮に入れると品種の開発および栽培

の研究を行っているアルマヤ農業大学と農業研究所は品質証明を行う種子産業省とならび最も

重要な役割を果たしている横関の一つと考えられる｡

2.2 種子産業庁(National Seed lndustry Agency)

concilofMhmitersの下部機関であり､エチオピアの種子産業全体のコーディネーションおよび

システムの強化を行っており､主に以下のような機能を有している｡

･種子産業に関連した法体系(種子法､種子規格等)の整備

･種子産業の発展および効率的な運営のための調査､監督

･遺伝資源､作物育種および種子技術に係わる人材育成
さらに種子の輸入窓口､一般種子の品質証明および融資事業なども行っている｡

以下に述べるエチオピア種子公社で生産された種子の品質証明は､これまで種子公社自身の

手で行われていたが今後は本棟関で行われる｡

2.3 農業研究所(institute of Agricultural Research)

およびアルマヤ農業大学(Alemaya University of Agriculture)

優良品種の選抜や育種を行っているのはアルマヤ農業大学と農業省に属する農業研究所であ

る｡農業研究所は農業研究方針の策定及び実施のために1966年に設立された｡全国に13支場等

を有し､ 1985年以来全国を8つの地域に分け､各地域で必要とされる農業技術の調査研究を行っ

ている｡一方､アルマヤ農業大学は1955年設立で農業試験場では最も古く､現在全国に8農場

を有し新品種の開発および教育を行っている｡これまでデュラム小麦は9品種を､テフは10品

種を開発し､レンズマメは6品種､ヒヨコマメは7品種をそれぞれ開発し､非常に活発に育種

事業を行ってきている｡

農業大学､農業研究所のいずれも新品種の開発とともに国内の各気候環境に適した作物栽培

方法を調査し､品種と組み合わせた技術パッケージとして開発しているところに特徴がある｡

われわれが訪れたときにも圃場では小麦が作付けされており､極めて活発に開発を行ってい

る様子がうかがわれた｡しかし開場管理機械の不足は否めず､圃場が浸食に対し極めて弱いヴアー

ティソルが主要な土壌であることから圃場の整備が重要であることを認識させられた｡

2.4 品種登録委員会(National Variety Release Comittee)

新品種の収量､耐病性等の作物特性を評価し登録を行う組織である｡ 1982年に設立され以前

は農業省に属していたが､行政改革の後､現在は種子産業省の下部機関となっている｡委員長

は農業大臣が兼務している｡

農業大学あるいは農業研究所で開発された新品種(登録のためには少なくとも2､ 3年間か
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けて全国5箇所程度で試験を実施)は本委員会にて評価･登録される｡登録された新品種は以

下のエチオピア種子公社にて増殖され､全国の農家および国営農場-販売されている｡

2.5 エチオピア種子公社(E血iopia Seed Enterprise)

種子(原々種､原種)の生産､貯蔵から販売までの実務を担っており､独立採算の公的企業

であるo 1978年に国営企業開発省の下部横関として設立されたBrdopiaSeedCorpora也onから改組

により､現在は首相府に属する公営企業庁が監督官庁となっている｡また､役員会の議長は､

前述の農業研究所の次長､首相府から2名の役員を受け入れており､国の政策が直接的に反映

され得る構成になっている｡

種子産業における具体的な役割は以下の通りである｡

a)新品種として開発され､品種公開委員会で公開が許された品種を､自己の原種農場で増殖､

精選､貯蔵を行い原種を生産する｡ (種子生産計画は添付資料4参照)

b)種子処理貯蔵センターで､原種を採種農家に支給し生産委託にて､一般種子を生産(実績は

添付資料4参照) )
｡集荷後処理施設で､精選消毒し､貯蔵の上販売｡

c)採種農家に対する技術指導｡

d)公開種子の仕様をまとめた､ ｢種子カタログ｣の発行と改訂､および配布｡

e)一般農家､農園に村する優良種子啓蒙普及活動｡

現在種子公社が保有している施設は､次の3カ所の原種農場及び5々所の種子処理貯蔵施設で

ある｡取扱穀物､施設の能力は下記のとおりである｡

｢原種農場｣

農場名/開設 圃場面積 年間生産量 生産穀物

1.Gondienteya /1982年 500ha 1150-1250 ton 小麦､大麦､豆類､油料作物

(アルシ地区)

2. Shallo/1981年 10(氾ha 2400-2800 ton tウモロコシ､インケ●y7メ､低地作物類

(西部ショア地区)

3. Kunzilla /1987年 500ha lO5011150 ton テ7､抽料作物､高地作物類

(西部コやシ○ヤム地区)

これら原種農場のうち､ Gondie佃eya農場は､すでにEECの融資によって施設の整備を行ってお

り､種子生産に必要なトラククー等の機材および通信施設などのインフラが整備されている｡

また同じくshalloの農場も海外の援助によって強化しているo

しかし北部に位置するKun滋1aの農場は十分な施設を整備していない｡公社は農場用地として

500haの土地を取得し､神々と生産を行っている状況である｡
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｢種子処理貯蔵施設｣

施設名 貯蔵能力(ton)年間処理能力(ton) 取扱穀物

所在地/開設

1. Arsiセンター 5000

Assella, Arsi /1972

2. Baleセンター 15700

Koffelle, A血/1972

3. Sida皿0センター 5400

Awassa, Sidamo/1972

4. Wollegeセンター 5000

Nekmet, Wollega /1972

5. Goj)'amセンター 4000

Bahardar, Westem Gqjam /1972

14,400

14,400

2,900

9,600

12,800

小麦､tウモロコシ､テフ､豆類､油料種子

小麦､大麦

tウモロコシ､インケ○ンマメ

トウモロコシ､ソルがム､テ7

テフ､トウモロコシ､抽料種子､豆類

この他に､アディスアベバ市内の本部に､品質検査用の検査機具を若干保有している｡また､

種子の圃場からの集荷用と製品の輸送用としてトラックを25台保有している｡

3.優良種子生産配布整備計画の概要

3.1 計画の背景および概要

エチオピアにとって農業は経済のバックボーンであり､今後の人口増加に合わせて､毎年32

万トンの食糧の増産が必要とされていることは､本報告書1.4.4農業生産の節で述べたところ

である｡

さらにエチオピア国の開発20年計画では農業主導の経済発展を唱えており､さらに中期5カ

年計画においては農業開発が最重要課題として挙げられており､今後さらに農業生産を拡大し

ていく必要がある｡

農業生産拡大のためには肥料農薬等の利用による単収の増加､潅概事業による栽培面積の拡

大および各気候に適した優良種子の利用による単収の増加等の方法がある｡第1の方法はすで

に日本からのケネディ-ラウンドに関連した援助として行われてきている｡また第2の方法は

特定の地域の農業生産拡大に極めて有効な方策である｡一方､第3の方法は懐妊期間が短く､

広域的に農業生産の拡大を行うには有用な手法といえ､当該国の農業問題解決には極めて適し

ている｡

ところで一般に途上国で流通している種子は品種純度が低い､爽雑物が多いなどの問題を内
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包しており､不良な種子の利用によって農業生産が甚大な被害を被ることがある｡また､種子

の自家採取を何代も続けていると､品種の退化を来たし収量が低減することが知られている｡

このような場合､周到な管理の下で採取された種子による更新を行うことによって､増収が期

待され､特に不良環境では効果が大きいことが知られている｡

日本では大正5年から精力的に育種･種子事業が行われ､各種の作物の収量が増加したばか

りでなく､作物によっては従来は栽培の行われなかった地方にまで栽培範囲が広がり､また不

良環境に対する抵抗力の強い品種ができたために､障害による減収を最小限度に止めるという

ことも可能になった｡この時期､単に収量の増加だけをみても平均して10%の増収が記録され

ており､優良種子利用の有用性がわかる｡さらに昭和7年から行われた小麦の育種事業では､

当時650万石に過ぎなかった収量が､数年の内に1,000万石をはるかに超す実収量になるなど極め

て大きな成果を残してきている(野口弥吉著;栽培原論) ｡

以上のように農業生産の拡大において優良品種導入は極めて重要であるが､エチオピアにお

いても､ 2章で述べたような種々の機関が関わって種子生産が行われてきている｡

しかし干ばつや国内政治の混乱のなかで､種子供給が安定しない時期がこれまであり､暫定

政権成立後も供給量は漸増しているものの､ 94年に漸く1980年の供給レベルに達したに過ぎな

い｡ (添付資料4のExtensionseeddistribution from 1980to 1994 )

さらに種子産業庁では､種子の需要量は40万トンになると推定しており､これに基づくと､

94年にエチオピア種子公社によって生産された優良種子はわずかにこの5%にすぎない｡さらに

1996年から2000年までの増産計画(添付資料4 ; 5 YearsexLensionplan ;種子産業庁とESEが策定)

によると､ 2000年の一般種子の生産量は現在の約2倍の42,000トンとなる｡

種子の品質を保持しつつ､この生産目標を達成するには､現在の保有する原種種子圃場に新

たに､潅概設備､排水設備､圃場管理用機材を装備し､雨期ノ乾期共に対処できるようにすると

ともに､増大する生産量に村応する､処理施設､倉庫､輸送用車柄を充当し､かつ種子の分析

器材､実験器材の導入は,品質を保持するために不可欠であると考えられる｡

そこで本案件では優良種子の生産から配布のスキームのなかでも､特に重要な働きをしてい

る｢エチオピア種子公社｣ ､ ｢アルマヤ農業大学｣ ､ ｢農業研究所｣および｢種子産業庁｣の

4機関を抽出し援助の対象とする(次項図2参照) ｡

｢エチオピア種子公社｣

種子生産配布システムの中で種子生産の実務､販売などを実施し､種子生産の要の役割を果

たしている｡

本公社が保有する南部の2開場はEECの融資で十分な施設機材を有し､国の南部に種子を供給

している｡しかし北部のクンジラ原種農場は､まだ機材が不充分で種子の生産が機能的に行わ

れていない｡南部で生産された種子を北部まで輸送することはコストの面及び品種の環境への

適性から判断し困難である｡そのため北部での種子生産を拡大することが必要とされており､

本計画では種子公社のなかでも北部のクンジラ種子圃場の施設機材を拡充する｡
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研究機関(優良品種の開発)

図2 エチオピア国における優良種子の生産から配布のスキーム

｢アルマヤ農業大学｣および｢農業研究所｣

気候環境の地域的差異が大きいことから､各気候環境に適した品種の利用及び栽培方法がと

くに重要な農業生産の因子であることに鑑み､品種開発･栽培技術の開発を担っているこれら

研究所を案件の対象に含める｡

｢種子産業庁｣

近年の行政改革によって種子産業省が品質管理の業務も担うことになり､現在は機材が不足

し業務態勢が脆弱であることから､品質管理分野の必要機材を供与する｡

以上のように本案件では種子産業に関連する様々な組織を対象とすることによって､種子産

業全般ひいては全国の農業生産自体に総合的なインパクトを与えるよう配慮している｡

3.2 計画の目的

短期的な目標は以下の通りである｡

1)優良種子生産を増強する｡

2)純度の高い良質な種子を供給する｡

また長期的には以下の効果が期待される｡

1)北部地域に於ける農業生産性の向上
2 )種子産業全体の総合的な強化拡大を通じたエチオピア全体の農業生産性の向上

3)農村に於ける所得向上と雇用機会拡大
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3.3 計画の内容

3.3.1 担当省庁など

1)担当省庁

種子産業庁(NationalSeed Industry Agency)

2)実施機関

エチオピア種子公社(E血opianSeed Enterprise)

種子産業庁(NationalSeed Industry Agency)

農業研究所(Instituteof Agricultural Research )

アルマヤ農業大学(Alemaya UnlversityofAgriculture )

3)計画対象地域

アジスアベバ(種子産業省､農業研究所)

デブレゼイト(アルマヤ農業大学)

クンジラ､ゴジャム(エチオピア種子公社)

3.3.2 エチオピア種子公社クンジラ原種農場

a 匝】場管理用機材

ディスクプラウ､播種機等

b 農薬噴霧機

c トラクタ- (72HPおよび52HP)

d 種子精選機材

e 品質検査用機材

f 機材保守用工具

g 原料及び製品輸送用車両

h 可動式潅概設備(40ba)

i圃場､農場及び圃場用水路の整備

j 種子貯蔵庫､ (低温倉庫180m2)

k 管理棟(210m2)
､居住棟(160m2) ､倉庫(360m2)

1精選施設用建屋､部品倉庫､ワークショップ

農業機械､車両用保管庫

3. 3. 3 種子産業省(NationalSeed lndustryAgency)

a 温度記録計

b 顕微鏡

c 電子天秤

d 遠心分離器
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e オートクレーブ

f 低温貯蔵庫

g その他

3. 3. 4 農業研究所(InsdtuteofAgriculturalResearch)

a 品質検査器具

b 分析用器具

3. 3. 5 アルマヤ農業大学(AlemayAurhversityofAgriculture)
a 圃場管理用機材及び車輪

b 農薬噴霧機

c トラクタ一等(72HPおよび52ⅢP)

d 種子精選機材

e 品質検査用機材

f 機材保守用工具

g 原料及び製品輸送用車輪

h かんがい揚水機及び散水機､潅概用パイプ

4 総合所見

一式

:
.

,
･

I
.
:

'
:
:
I

I
:
:
I
'
=
.

:
:
;
I
.
:

エチオピアの農業依存度はGDPの500/.､労働力の70%以上､輸出収入の90%以上(但し殆ど

がコーヒーと皮製品)と高い割合を示している｡しかしながら､エチオピアの農業は､他のア

フリカ諸国と比べ肥沃な土壌､水資源に恵まれながら､長期に渡る内戦､社会主義政権時代の

国家統制により､天候の変化特にかんばつに対し脆弱な体質を持つ｡ 1972年､ 1984年､ 1994年

には天候不順により緊急食糧援助が必要とされた｡特に1984年は100万人の餓死者が発生したと

いわれている｡

現政権においても､ 95年8月の正式政権発足時､食糧増産を最重要の課題と位置付けており､

穀物の増産に努め食糧自給を達成し､食糧輸入を抑制し､また外貨資金を節約し他の分野-の

投資を拡大することは緊急の課題である｡

穀物の自給率向上の為に､特に南部地域においていくつかの港概プロジェクトが計画実施さ

れているが､効果発現には長い年月を必要とし､早急な士曽産効果は期し難い｡

一方､優良品種の開発､優良種子の増産と普及は､単位面積あたりの収穫量増大に対し即効

性のある施策であり､既存の種子開発生産体制のなかで､比較的低い投資でその効果を広く望

める方法である｡

また､村象となる各組織はそれぞれ､種子の取扱に長い実績を持ち,保有している機材の状

況をみても､機材の保守能力は高く現地入手が困難な特殊部品を本体機材に含めれば､長期間

の使用に耐えると思われる｡
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エチオピア側も本整備計画の実現を強く希望しており､日本の無償資金制度により本案件が

推進されることが妥当と考える｡
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Terms of Reference

The Federal Republic of Ethiopla

The PrワjectfわrStrengthenlng Seed lmproved Seed Production



L二Il llU lu . 1C lUI I) ul lu Gしl )Il°;)

YEMEN

ヽ

l

∫

∫

′

′
~~
ヽ

一
ヽ1--

●

Bc]hclr Dor

l

SUDAN

A_sosoII//

ヽ､＼---//tt/---､

/一､一-ー

l

I

I

●
､-

Cc]mbelc) -/
ヽ ′l

-
＼′-′ ∫

12

＼
､

､

l ._

′//＼-′

■ヽ･1- _
-

ヽ

ADDIS ABABA

l

-＼ /

ヽ

_メ

14◎

ヽ

ヽ
l

ノl
′′

′ l

ヽ

l

/

ノ

Aw｡吉Q

I,---.I

一

7-ll

UGANDA

′

l

ヽ l

､-､

､_/)1 1
l

I I~､

l--
＼ / ノ
.

{ l

2

Ass(コ汁c]●
J

/

′

/

∫

∫

: ,
I

′I I

l /

J

＼

∫

/ J

′

′

--/ ,
I

l′

l′-J
I

/
′ /

ニー.
′.ー7/,I●

､十ノ､-

-
､
､

[頭重:⊇亘司

IP-ヽ､

I

KENYA

′

1

J

∫

′ I

J 一

^
′ ヽ

A
-

ヽ ､■
･- ･- - _.

J /

/

Dire DcIWCI I

ヽ

′

∫

I

Re910nS
I. Tigrcly

2. Af(コ｢

3. AmhclrC)

4. Oromic1

5. Somclli

6. Bensh(コngU1

7-1 1. SEPAR(Soulhern EIhiopicI

PeopleTs Adminislrc什ive Region)
12. Cclmbe[c1

13. H(】rQr(Melropo=1c]n)
14. Addis Abobc](MeTroponQn)

_ N⊂州onc】】border

-- - RegIOnCl‡ boundclry

◎ Region(コl Cc】pけcll

Nole:The ｢e∈;lOnql slqlus of

Dire DcIW(コremClins conlesled

SOMAしIA

0 km 1OO 200 3(氾



Additional hfomation on the Ethioplan Project

Table of Contents

1. Projectdigest
----~…=-~~~~~-…~~-~~~-~--I-------1~-I----

2. Introduction
I----~~~--~~~~~~~-I-~~-~~~1-----1~~~~~~-~~~~~

2.1 Economy
~~~~"~1-~~-I-~-~~~M-~~~~~-~~~-~~--~~~~~~~-~

2.2 Agriculture…~-"~~~~~"~=~~~=~-~-I-~~~~~~--~~--~~-~

2.3 ProjectBackground-I-~-丁~~~~-~~---～--~叩~-~~~~~~~--~-

2.3. 1 Outline of Ethioplan Seed Industry
~~~-~I~~~~1-1~~~~~-~~-"I

2.3.2 National Seed Industry Agency(NSIA)
--~~~~--~~~~~~-~~~~-〟-

-

2

2

3

6

6

7

2.3.3 Institute of Agricultural Research(IAR)

and Alemaya University of Agriculture(AUA)
~~~~~ 7

2.3.4 NationalVarietyRelease Committee
-I-------I------------~I 8

2.3.5 Ethiopian Seed Enterprise(ESE)
-I---ll--~--~~-~~---~~~~~~1- 8

3.Terms of Reference of the proposed project-----------I---I-----ll
9

3.1 Necessity/Justification of the Project
----I------I-~-----~~--I- 9

3.2 0bjectivesof the project
------------~~~-~--~~~~~-1~~~--~~ ll

3.3 Location of the project
-----------------Ill--------------- 12

3.4 Scope of the Project-I-------I----~~-I-~-1P--~---~~12

3･5 Specialist fortheproJeCt and the Schedule
--------I-I-----I-- 15

3･5･1 Japanese Specialists-------I-------I--=1---I-------- 15

3･5･2 Ethiopian Specialist
---------------------------I----=- 15

3.5.3 Schedule of Projectlmplementation
--------~-~~---~~~~~~~~~ 15

3.6 0therrelevantinformation-------I-----I------I----~~~~~~1 16

4. Undertaking of the Government of Ethiopia---I------I----一--~ 16



Terms of Reference of the proposed project

1. Introduction

1.1 Economy

1.1.1 General

The country falls into severely indebted low income and exporter of non-fuel primary products

category(World
Development Report) ･

GNP per capita for 1993 was $100 US･ And the annual growth rate of
GDP丘･om 1980 to 1993

was l･8% and the population growthrateamounted to 2･7%inthe same period thus the real

growth rate of per caplta
income falls to

-0･9%･

Tablel Gross Domestic Ex enditure and the com oslbon

1993β4

止jロ｣吐__ I-,'L止血出

23,645 86

3,246 12

4,592 17

-4.080 -15

27.397 100

1988/89

Birr m % of total

12,324 73

3,129 19

2,363 14

-942 -6

1 6.874 10〔)

Private expenditure

GovemmentalconsunptlOn

Privateinveshnent

Net export

GDP

Source : EIU Country Pro丘1e 1995-96

since 1991,Government expenditure relative to
GDP has been shrinking under pnvatization

policy
,however,

pnvateinvestment stillshares a small portion
due to uncertainties of

impacts of

land reformand decenb･alization program on the economy･

Agricultural sector contributed 60 % of GDP and provided employment opportunities for more

than 70% of totallabor force in 1993.

In 1990,the value added in the sector shared 40% of the GDP. Price policy of agricultural

products has changed and both output of the industrial sector and the military expenditure
have

declined･ Thus,in 1993, share of agncultural sector expanded and that of seⅣice
sector including

public one declined to less than 30%･



1.1.2 Development plan

The government adopted market-oriented policyin1991 and implemented liberalization of

agriculturalmarket under the structuraladjustmentprogram･

Economic reform program of IMF as well as the 20 Year Development Plan
,which

was

announced by the transitionalgovernment and adopted agncultural-led and export push

strategy,became guidelines for the long-termplaning･

In 1995 the govemment pnvatized some of state-owned corporations and amalgamated the

Ministry of Economic Development Planning(MEDP) with the Minis仕y of ExternalEconomic

Cooperation･ Since then the Ten Year Plan,of wbich也e MEDP Ⅵ′as in charge ,
has been replaced

bythe economic reform program of IMF･

Andthe Five Year Plan,mid-term plan,states strengthening of agnculturalsector
,rehabilitation

of

transportation system,telecommunication and education
,among

which development of agriculture

has the top prlOrlty.

1.2 Agriculture

1.2.1 Soil andwater resources

Arable land covers 12 million ha which corresponds to lO% of the totalland and 40% is utilized

as pasture land thus about a
half of血e land is under u山iza血n for agncu血re･

Deforestation and soil erosion are major Challenges in the agriculturalsector･

Forest and woodland cover one forth of血e land, however , actual coverage is supposed to be

only 3%,dropped from 40% at the beginnlng Of this century･ It may be due to increased demands

for cultivable land andtimber
for fuelinduced by rapid population growth･

The land is characterized by slopes becausethe country lS mountainous thus soil erosion has been

inevitable problem for long time. Two m山ion ba,17% of arable land,are subjectedto soil erosion

and cultivation on血e area seems to become impossible in the future･

But soil is generally very fertile by A出canstandards

Its predominant parent material is grmite or metamorphic rock which is characterized
by high

cation exchange capacity. Vertisols which characteristics are its naturalfertility and unfavorable

physical feature,is predominant soil around Addis Ababa･And Eutric Nitosols and Eutric

Cambisols cover large area in south of the country and north respectively.Amongthese soils,Eutric

Nitosols is the most fertile and thus suitable for a wide range of crops.
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water resource is also abundant generally'but it localize
in highland area･Amualaverage

precIPltation is around 1,500mminsouthwestern
area of the country･And itexceeds 2,400mm in

some highland areas･ In some of easte皿and north-eastern parts
itis less than 500 mm･

Therefore reglOnal differences of climate must
be taken into account on implementation of

agriculturalproJeCtS and promotion of the technologleS･

1
･2･2
Agricultural tec血ologleS and the capital goods

uti1ization of advanced ･agrlCultural machineries such as tractors,harvesters-threshersare very

limited. The number of tractors used was
3,000 all over the country afterthe

independence of

Erit血. In 1991(before the independence) it was 3,900 dropped from 3,933 in 1980･ And 100

h肝VeSterS-threshers are estimated to be available due to
depreciation･

Furthermore it is very difficult tointroduce heavy agrlCulturalmachines in some areas because

volcanic stones covers the farmland.

Hopefully productivity would be raisedwith irrigation
facilities･ Because estimated irrigable land

corresponds to about 30% of totalarable
land
,however,

only 5% of itis now under
irrlgation･

Application of fertilizers is not recommendable because of its high price relative to that of output･

And only lO125 % of demand for improved seed has been met
by existing Seed system･

various climatic conditions necessitate not only improvement of seed but development of suitable

cultivation tech血c to each climatic zone.

1.2.3 Human resources and Labor forces

22.6million labor forces which account for about 44% of total population win
increase at the rate

of 2･2% by 2000･ Unemployment rate is 20 to 30 %,and 70% of labor force depends on agnculture

and public service and military sector absorb the rest･

on education,Primary enrollment rate was about 22%
in 1992

･the
lowest figure in the world･

Less than 20% of rural residents are literate.

Tertia11y enrollment rate is only l% and many universlty graduates expatriated
as political

refugees thus experienced englneerS Who can transfer agncultural technologleS
tO farmers are not

enoughsuppliedinruralarea･

1.2.4 Agricultural production

Tbe major
food crops are grains such as barley ,sorghum,millet

and indigenous teff･ Grain

production index is shown in figure l based on the FAO
Production Yearbook･ (The average value

3



of 1979181 is the base for this figure. )

The figure shows the production has beenincreaslng gradually in long term perspective but there

are significant fluctuations which brought serious
famine in 1984･ Devastating draught has struck

the country once every
ten
years inthe past as

in 1975 and 1985 thus the nation faced serious

famine.

⊂) M 寸

CO CO

LJ) しD r＼. (:0 OI

CO CO CO O3 CO

Figl Crop production Index

⊂) t- N

OI OI Ol

Required food production to sustain the nation is bigber than potential
level with present

technologleS･ Table 2 shows domestic food production and food deliveries throughinternational aid

organizations･ The food aid deliveries has amounted to 6-18% of domestic food production and
it

exceeded 1 minion tons in 1992 and 1994.

Table 2 Food roduction and forei n aids (000tons

1989 1990 1991 1992 1993 1994

Foodproduction 6,780 6,698 7,331 7,059 7,947 7,038

Foodaid deliveries 418 647 927 1.176 519 1.278

Source:EIU Counけy Pro丘1e 1995-96

320 thousand tons of additional food production is required taking the population growthinto

account and it depends on technlcaladvances in agncultural production such as use of
improved

seed.

Agricult∬e is the sole industry which has comparative advantage and it contdbutes about 70% of

export income. Coffee and hides&skins are major COmOditieswith shares of 60% and lO%

respectively. Food import was listed on the top of the commercial trade as shown below and

therefore itworsen b.ade balance.
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Table3 Merchandise trade

Import (1993)

Food and livestock

Crudepetroleum

Petmleumproducts

･Mn

320

68

23

Export (1994)

Coffe e

Hides and Skins

Gold

CIlemi cals

Source : EIU Country Report lst quarter 1996
迎
=
7
9
6
4
叫

1.3 ProjectBackground

1.3.1 Outline of Ethioplan Seed Industry

The former reglme,the transitional government,declared a policy of seed
industry in 1992･ It

de丘nes several governmental bodies to be involved
in the Ethioplan Seed industry･

Brief descrlptlOn Of conce皿ed organizations
for seed production,supply and p工OmOdon is

provided as follows･

The industry lS COntrOlledand supervised bythe National Seed Industry Agency･

plant breedings are under way atAlemaya Universlty Of
Agriculture and Institute of Agricultural

Research of the Minis仕y of Agriculture･ These institutes
develop new varietyand cultivation

technics suitable for each agro-ecologicalzone
,and
they provide them as technological package･

New varieties undergo several evaluation trials at a
few test plots and the data on characteristics

such as disease or draught-resistance etc･ are evaluated by the National Seed Variety
Committee

which comes underthe NationalSeed Industry Agency.

once a new varietyis registered
bythe committee,the institutes should provide 25kg of the

breeder seed to也e E血ioplan Seed EnterprlSe･

And the EnterprlSe Propagates throughthree steps namely pre-foundation ,foundation
and

extension seed.

The NationalSeed Industry Agency assess qualityof extension seed and then the enterprlSe Sells

itto state-owned and individual farms.

Among above mentioned institutions, followlng
four are leadingthe sector･

(1) The EthiopianSeed Enterprise(hereinafterESE)

(2) The Institute of AgriculturalResearch(IAR)

(3) Alemaya University of Ag工icul山re(AUA)

(4) The NationalSeed Industry Agency(NSIA)



These institutionswill be involved inthe proposed project and functions and constraintsare

described belowalong withotherinvolving organizations･

1.3.2 Tbe National Seed lndustry Agency(NSIA)

NSIA which comes under Council of Ministers is responsible for coordination and

reinforcement of the seed sector. The functions are as
follows;

(1) Creation of legalinstirfulions related to seedindustry;

(2) Investigation and supervision of the industry for efficient management;

(3) Capacitybuilding related to genetic resources,plant breeding and seed technologies;

(4)Quality guarantee for extension seed･

ESE had been responsible for quality guarantee under the former system ,so that the
forth is new

function for NSIAtherefore ithas faced a financial constraint to implement this new task･

1.3.3 hst血te of Agricultural Research(IAR)

and Alemaya University of Agriculture(AUA)

The two research institutes(IARand AUA)have focused on plant breeding and
have released

disease resistant, lodging resistant, high yielding varieties and etc･ The latter has developed nine

varieties ｡f duram wheat,ten ｡f teff,six of
lentil and seven of chic軸ea

,and占ix
new varieties in

1995.

They study cultivation system suitable for various agroecologicalzones
too and provide new

variety withappropnate teclmologicalpackageto ESE for propagation･ Thus they plays core roles

in seed industry as well as other bodies
,however,their

facilities and farms lack some kinds of

equlpment because of丘nancial constraint･

It might bring about a leverage effectinseed industry development with
Japanese assistance on

these institutions.

1.3.4 Tbe National Variety Release CoⅢ1mittee

It was established in 1982 under the Ministry of Agriculture
but it comes under the NSIA since

administration reform and it has been responsible for evaluation ,reglStration
and release of new

v∬iety and chaired by the Minister of Agdculture･

New varietydeveloped at institutes are assessed and registered
by the NSIA and propagated at

ESE.
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1.3.5 Tbe Ethiopian Seed Enterprise(ESE)

ESE is in charge of producdon
,storage

and sale of seeds(pre-foundation,foundation and

extension seed) and
itis autonomous public body supervised

by the Public EnteIPrise Agency･

The deputy director of IAR and two personals from the Prime
Ministers Office are named to the

board thus government poucy can efaciently
be reflected on ESE･

FollowlngS are the main rolesinthe industry;

(I)to propagate released seed,purify it and produce foundation seed;

(2)to provide itto seed growing farmers
,collect

propagated seed after cultivation at

each farms,purify
,disinfect

and store itthen sell
itto farmers;

(3)to transfer technologies to seed growing farmers;

(4) to update seed catalog;

(5) to disseminate improved seed to state farms and individualfarmers･

ESE has three basic seed farmsand five seed centers as
follows;

Basic seed farms

Name(established in)

Farm area Amualproduction Target crops

(1)Gonde/Iteya in A∫si(1982)

500ha 1,150-1,250 tons Wheat,Barley,Maize,Pulses,Oilcrops

(2) Shallo in Weste皿Shoa(1981)

l,000ha 2,400-2,800tons Maize,Haricot,other lowland crops

(3)Kunzila in western Gojam(1987)

500ha 1,050-1,150tons Teff,Maize,Oil crops,other highlandcrops

7



Seed Centers

Name (Place,establishedi皿)

Storage
capacity(tons)

Annual processing capacity(tons)
T∬get crops

(1) Arsi center (Assella,Arsiin 1972)

5,000 14,400 Wheat,Maize,Teff,Pulses,･Oil crops

(2) Bale center(Koffelle,Arsiin1972)

15,700 14,400 Wheat,Barley

(3) Sidamo center(Awassa,Sidamo
in 1972)

5,400 2,900 Maize,Hadcot

(4) Wollege center(Nekmet,Wollega
in 1972)

5,000 9,600 Maize,Sorghum,Teff

(5) Gojam center(Bahardar,Westem Gojam in 1972)

4,000 12,800 Teff,Maize,Oil crops,Pulses

The headquarter in Addis Ababa has equlPmentS tO guarantee Seed quality and 25 trucks for

transportation.

2.TERMS OF REFERENCE

2. 1 Necessity〝ustificationof the Project

Endowed with abundant natural resources such as soil and water, agrlCu血ral sector has
been a

motor of the economy･ The land is covered
by relatively fertile soil and rain falls ranges from

0-500mm in lowland to 1500-4000mm in highland.Agricultural sector contributes 60% of GDP

and absorbs more than 70% of totallabor
force･ It has comparative advantage in terms of

internationaltrade
,70%
of totalexport income comes from the sector.

Desplte these contrib血on the nation has faced serious famines and the government has been

forced to import foods which aggravates trade balance not only in draught year but in years with

potentialproduction level･ Lacks of capitalis the major COnStraints in the agricultural production

therefore most peasant can not access to advanced inputs such as improved seeds･ Population

groⅥ′thw山also be a pressure on food demand and supply in血e long-term perspective･



nese situation requireed the Government of Ethiopia tO Provide a way to nourish increasing

population by expanding agdcu血ral production･

The government declared the 20 Year Development Plan in 1993 which stated the agriculture
led,

export of agricultural products push strategy･

Andthe Five YearDevelopment Plan stresses agriculturaldevelopment,rehabilitation of

transportation system,telecommmication and education,amongthem the development of

agnculture hasthe top pnonty ･ FollowlngS are key strategleS tO raise agriculturalproduction･

(1)Expansion of arable land by imigation project

(2) Supply of agriculturalinput such as fertilizers and pesticides to raise yield

(3)Development and promotion of improved seeds which are suitable to each

agroecologicalzones.

Particularly,the third one which includes a genetic character with highgermination rate,disease

and lodging resistance and tolerance to drought is widely recognized as one of the most efficient

way to increase food production･

The former government(the TransitionalGovernment of Ethiopia)as part of a nationaleffort to

bring to an end of the foreign dependence in food production, has also stressed the
development

and production of improved seeds at different agro-ecologicalzones
in the National Seed Industry

Policy.

Several govenmental bodies has been involved in the seed sector of the country･ Among those

bodies, the Ethiopian Seed Enterprise has been playing a pnme roleinthe sector by multiplying and

distributing lmprOVed seeds.

Estimated seed requlrement is around 400 thousand tons
,however

, actualproduction of the seed

covers o山y 5 % of the demend according to the National Seed lndustry Agency ･ And NSIA as

weu as ESE
has a plan to double the seed quantity of seed production by the year 2000･

Thus strenghening of the seed production system is required
in order to attain the plan and meet

the domestic demand･ The proposed proJetwill deal with equipment Supply
for four public

bodies,namely the EthiopianSeed Industry
,Alemaya

Universltyof Agriculture,the Institute of

Agdcultural Research and the National Seed lndustry Agency.

- The Ethiopian Seed EnterprlSe

ESE produces improved seed at the seed producing fields･ It has three basic seed
farms
,namely

Gonde/Iteya,Shallo and Kunzila. ne first basic seed farm which received financialassistance from

EEC has enough equlPmentS tO Produce required seed･ The second farmis also equlPPed well and

itwill be financed by EU inthe near future. i

･nd
these two locateinsouthern part of the country･
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But thethird
,Kunzila

farm,has not yet been adequately equlPPed and stays at
low levelin

production because of financialconstraints･

Transportation of seed from southto northernpart costs much thus ESE has beenantlCIPated to

be financed and to begin active production to provide improved seeds with a diverse

agro-ecologicalcoverage･ ESE hasalready procured a land with an area of 500hainKunzua and

started production withless equlPPed facilities･ The proposed project deals with supply of

equlpmentS Which are
indispensable for seed production･

-Alemaya Universityof Agriculture,Institute of Agricultural Research

These two institutes,AUA and IAR,has developed many new varieties and
influenced the

agriculturalproduction･ But these two also faces financial constraints to meet farmers requlrementS･

~ ne National Seed Indusb-y Agency

Qualitycontroland Qualityguarantee are new tasks for NSIA,therefore,it needs equipments to

carry out the new task･

The government has implementedliberalization of market,pnvatization and ease of pnce

distortion,these macroeconomic endeavors paved a way for successful development project by

allocatlng limited resources efficiently.

2.2 0bjectivesof the project

The short term objectivesof the proJeCtare

(l)to expand quantityof prebasic,basic and extension seeds production･

(2)to improve quality of these seeds with high genetic purity･

The long-termobjectivesare

(1) to raise agriculturalproductivityand production through dissemination of improved seeds to

the farmersinnorth part of the country.

(2)to expand food production capacity all over the country･

Forelgn Currency Which would have been used to import foods will be saved and food

self-sufficiency canbe attained with the pro)ect.

2.3 Location of the proJeCt

Four organizations will get involved in the project, but ESE is the main target of this proJeCt･ The

lO



Kunzila farmof ESE locates in Gojam region next tO the Lake Tana and 140km apart from the

reglOnal capital. Gojam reglOn locates in northwest of Addis Ababa that is 600km apart from the

project Site･ Debre Zbit AgriculturalResearch Center of AUAwill be involved and itlocates 120 km

south of Addis Ababa and ittakes about 2 hours by car･
Both IAR and NSIA locateinthe Capital･

2.4 Scopeoftbe Project

The project COnSists of 4 components,the Kunzila farm of ESE,IAR,DebreZeit Center AUA and

theNSIA.

Kunzila farm of the Ethio ian Seed Ente

Installation of irri atlOn S stem and land levelin of the farm

- Installation of mobile irrigation system for 40ha

of machinedes to mama e farm

ーTractors(72HP
and 52HP)

- disc plow &harrow

- Seeddr止1

- Sprayer

-Grain combine

-

w atertank

-and others

of seed rOCeSSln facilities.

-
thresher

-

and others

Construction of residentialhouse

-

office with 210m2 offloor

hstallation of telecommunication s

ill



Debre Zeit A culturalResearch ofAlema a Universit

Land levelin and su of associated facilities

-1andlev eling

- Scrapper

-Ditch cleaner

- Ditch

- SlasherMower

-Leveler

aratlOn 1antin weedi皿 harvestin and threshin facilities

ーTractor

-Disk plow

-Disk
harrows

-Fertilizer
/ Manure spreader

-Motorized
hand sprayer

-Combine
harvester

-Mi§ ceuaneo
us

e mama ement and basic cleanin facilities

ーConditioned storage

Construction of stora e facilities

hstitute of A Re se arch

- Laboratory equipments for quality guarantee

-Analy丘cal equlpmentS

National Seed lndustr

Basic e ment for severaltests

-Incubation
room

-Thermograph

12



ーCompound microscopes

-Stereo microscopes

IBalance(top-loading and analyticaltype)
- Centrifuge

- Free zer

- Refrigerator

-Autoclave

-hcubator

-Water
distiner

Basic su lies for testin

-Erlenmyerflasks

-Beakers

-Measunng cylinder

-Aspirator
bo血es

-Pipettes

-Glass pe由disbes

-Testtubes and
its racks

-Miscellaneous

3) Safety eq山pments

ーPot
holders

-Eye wash stadon

-Ex血guisher

-Misceuaneous

2･5 Specialist for the proJeCt and the Schedule

2･5･1 Japanese Specialists

The Japanese specialists and their activities in the design phase of the project are described as

follows;

13



Design Phase(month)

Field Work Re

1･Team leadernrrigation and Drainage 2.0 2.0

2.Deputy team leade〟Specialist of seed pla皿t 2.0 2.0

3.Facility design/Cost estimates 2.0 2.0

4.Socio rO-eCOnOm evaluation 2.0 2.0

2.5.2 Etbioplan Specialist

The Ethiopian counterpartwi1l consist of;

(1) Representative of the Ethiopian Seed Enterprise

(2)Representadve of the AUA and IAR

(3)Representative of血e National Seed lndustry Agency

2･5･3 Schedule of Prqjectlmplementation

S ervice Year 1 Year 2 Year 3

Phasel Phase2 Phasel Phase2 Phasel Phase2

1.Design

Field

Rep ortlng

2.Works

SuⅣey

Plans

Te nde血g

Construction

and supply of

e qulpme ntS

Works

SupeⅣision

- E/N

2.6 0tber relevant infomation

Projectorgamizationand management

The proJeCtwill be an autonomous and self supportlng after full development･ Itwill be owned

and assisted by ESE ･ It will also be provided with breeder seed from IAR at a pnce mutuauy

14



agreed upon･ The reglOnal agnculturalbureaus will dealwith seed extension･

4. Undertaking of the Govemment of Ethiopla

In order to facilitate a smooth and efficient conduct of the Project
,the
Government of Ethiopia

shall take necessary measures:

1) to secure the safetyof the Projectteam

2) to permit the members of the Projectteam to enter,to leave and sojourn
inthe Ethiopiain

connection withtheir reslgnmenttherein,and exemptthem fromalien reglStration

requlrement and consular fees･

3) to exempt the Project team from taxes
,duties

and any other charges on equipment,

machinery and other materials brought
into and out of the Ethiopia for the conduct of the

Study.

4) to exemptthe Projectteam from income tax and charges of any kind imposed on or in

connection w地any emoluments or allowances paid to the members of the Projectteam

for也ere seⅣices in connection with the implementation of the Prqject･

5)to provide necessary facilities to the Projectteam for remittance as well as utilization of the

funds introducedinthe Ethiopia from Japan in connection with the implementation of the

Project.

6) to secure permission for entry into private properties or restricted areas for the conduct of

the Prワject.

7) to secure permission forthe Projectto takeall data ,documentsand necessary materials

related tothe Projectout of the Ethiopla tO Japan･

8) to provide medicalservices as needed. Its expenses will
be chargeable to members of the

Prqjectteam.

(2) The Government of the Ethiopia shall bear claims,if any arises against members of the

Japanese Projectteamresultingfrom,occurrlng in the course of or otherwise connected

with the discharge of their duties in the implementation of the Project,exceptwhen such

claims arise from gross negligence or willful misconduct on the part of the member of the

Projectteam.

(3) The NationalSeed enterprise shall act as counterpart agency tothe Japanese Projectteam

and also as coordinatmg body in relation Ⅵ′ithother govemmental and non-governmental

organization concemed for仙e smooth implementation of the Project･

The GoveⅢment of the Ethiopia assure that the matters refeITed in this form will be ensured for a

smooth conduct of the development Projectby the Japanese ProjectTeam･

15



Signed:

Title:

On behalf of血e Government of Ethiopla

Date:
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資料1調査団貞及び現地調査行程

(1)調査団員

Mission leader

Mission memmber

マサンバ ゲイユ

潅概開発

太陽コンサルタンツ(秩)海外事業本部

村松 康彦

農業･土壌

太陽コンサルタンツ(柿)海外事業本部

垣屋 誠

農業機械･種子

太陽コンサルタンツ(秩)嘱託
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(2)現地調査行程

現地調査行程

5月10日

5月11日

5月12日

5月13日

5月14日

5月15日

5月16日

5月17日

5月18日

5月19日

5月20日

5月21日

5月22日

5月23日

5月24日

5月25日

5月26日

5月27日

5月28日

5月29日

5月30日

5月31日

成田よりパリ-移動

パリよりマリ国イヤマコへ移動

資料整理等

地方経済開発省本部､ソトバ実験農場

セグウ-移動､種子サービス本部

バブグー原種農場

国家種子サービス､バマコへ移動

地域経済開発省本部

資料整理等

エチオピアアジスアベバへ移動

日本大使館､国際協力事業団､種子公社本部

NSIAおよびMOA普及部

バハ-ルダール-移動

クンジラ種子農場､種子倉庫

アジスアベバ-移動

Alemaya農業大学

資料整理等

ARSI原種農場佃SE種子処理プラント

フランクフルト-移動

パリ-移動

成田へ

成田着
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資料2 面会者リスト

(1)マリ国

1. Mamadou Sow Chef de Cabinet/Ministere du Development Rural et de l'Environment

2. Abdoulaye Toure Conseiller Technique/MDRE

3. Amadou Diarra lnstitute Economlque Rtlral/Bamako

4. Dioukamady Diallo Labo Semence/Sotuba

5. FoロSSeyni.Diarra Division Vulgarisation Agricole (DNA)

6. Paul K. Dembele Division/打ojetsrProgrammes(DNA)

7. Seydou Kel'ta Directeur de Service Semencier National/Segou

8. Fatogoma Diallo Directeur PFDVS/Segou

9. Siraman Samake Chef Division ET. Suivi Evaluation SSN/Segou

10. Brahima Dembele Expert National en Production de Semences

ll･ Alpha Mabi Diarra Expert National en Formation et Animation

12. Sirasse Cisse Chef Section Etude et Eval. des Programmes

13, Siaka Coulibali Chef Division Appui Product.Promo･Semences

14. Zakaria Konate
･
Chef Section Formation

15. Sidy Dembeli Chef Section Promotion et Diffusion de Semences Selectionnees/SSN

16. Mimouneye A. Cisse Chef d.Antenne

17. Kalifa Sanou Adjoint Chef dTAntenne

18. DjibrilCoulibaly Responsable des Cultures Seches

19. Gaoussou Diarra Agent G.氏.

20. Lassine Dembile D.G. Adjoint IER/Bamako

(2)エチオピア国

1.大蔵啓 在エチオピア日本大使館 一等書記官

2.松･谷広志 国際協力事業団 エチオピア事業所 所長

3. Aberu Dagnew General Manager ofE血iopian Seed EnterprlSe

4. Mekuria Negussie ProjectOfficer

5. Bateno Kabeto Head of Agricultural Development and Plant Protection Department

6, Getinet Gebeyebv Deputy General Manager lns山ute of Agricultural Research/Chairman of

Board of Directors of ESE (電話にて)

7. Lena Gebeyehou Head of Seed Quality Control & Certification /National Seed Industry

Agency

8. Did Liゎen Agricultural Projects Service/ M血stry of Agriculture

9. Efrem Bechere Vice President of Research & Development and Director, Debrezeid

Agricultural Research Station

A-4



資料3 収集資料リスト

(1)マリ国

1) Schema Directeur du Secteur D6veloppement Rural - Volume 2 Strategies de Developpement -;

Ministとre de l■Agriculture et de 1-Environnement Rural, Mars 1992･

2) Schema Directeur du Secteur Diveloppement Rural - Volume 3 Plan d-Action -;
Ministとre de

1-Agriculture et de l'Environnement Rural, Mars 1992･

3)LePlan d-Action du Ministとre de l'Agriculture et de 1-Environnement
- CAMOPA

-;
Mali

EntreprlSe, Num6ro Special.

4) Plan Semencier National; Ministere de l'Agriculture, Direcdon Nationale de 1-Agriculture,

1987.

5) Proposition de Stratigie pour la Relance de la Production et de la Diffusion des Semences S61

ectionnies; Mimistとre du D6veloppement Rural et de l■Environnement, Direction Nationale de

l'Agriculture, Dicembre 1995.

6) Projetd'Appui a la Production de Semences de Base et de Semences Certifiies; Minist主re du

Diveloppement Ruralet de 1-Environnement, Direction Nationale de l■Agriculture, Service

Semencier NationaトSegou -, Mai1996.

7) Projetde Production de Semences sur Financement du Japon･, Ministとre du Diveloppement

Ruralet de I.Environnement, Institut dTEconomie Rurale, Direction Scientifique, Laboratoire

de Semences, Mai1996,

8) Expression des Besoins en Mat6riels d-Analyses, de Contr6le et de Certification de Semences;

Mimistとre du Diveloppement Rural et de 1-Environnement, Institut d-Economie Rurale･

Direction Scientifique, Laboratoire de Semences, 1996･

9) Plan Strat6gique de la Recherche Agronomique au Mali - ObjectifsQuantifies 1995
- 2005

-;

Institut d-Economie Rurale (IER).

10) Presentation de rlnstitut d-Economie Rurale; Institut d.Economie Rurale (IER), Service

Documentadon hfomation Publication.

1 1) Country Profile - Mall
-;
The Economic Intelligence Unit (EIU), 1995-96･

12) Mali; ne Economic Intelligence Unit (EIU), first quarter 1996.

(2)エチオピア国

13) National Seed Industry Policy;The Transitional Government of Ethiopia,October 1992

14) Seed Bulletin1988/89,Ethiopian Seed Corporation

15) Statistical Bulletin 104,AgriculturalSample Survey 1991/92,Results of A托aand Production

for Private Holdings
,
Central StatisticalAuthority, 1992

16) Statistical Buue血129,Report on Cropland Utilization Aglicultural Sample Survey

1989/90;p7- 14,CentralStatisdcalAuthority, 1995

17) Statistical B山1e血1 32,Report on Agdcultural Practices(PrivatePeasant Holdings,Main
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Season)Volume3
,Central

Statistical Au血ority

18) StatisticalBulletin 132,Report on Area and Production for Major Crops(Private Peasant

Holdings)Voll, CentralStatisticalAuthority,1995

19) AgriculturalTaxation Studies 4,AgriculturalTaxation in Ethiopia,FAO 1992

20) Ethiopia The AgriculturalSector-AnOverview Vol 1 Main Report,FAO, 1993

21) Ethiopia The AgriculturalSector-AnOverview Vo1 2 StatisticalAnnex,FAO,1993

22) Brochure of E血iopian Seed Enterplise

23) Brochure of Kunzila Basic Seed Farm(Handwritten)

24) Forty Years of Research Experience Debre Zbit AgriculturalResearch Center

19551 1994,Alemaya Universlty Of Agriculture･

25) Brochure of Alemaya University of Agriculture-Debre Zbit Agricultural Research
Center

Higblights od Research and Extension-

26)lmproved Varieties of DuramWheat in Ethiopia,Releases of 196611994,Alemaya University

of Agriculture

27) Improved Varieties of TefinEthiopia,Releases of 1970-1995,Alemaya University of

Agriculture

28) FÅo Seed Report of E血iopia

29) Map Catalogue 1995,EthiopianMapping Authority

30)A血ca South of Sahara 1994,23rd edition,Europa Publication L血ited-

3 I)Country Report lst quarter 1996,The Economist IntelligenceUnit 1996

32)Country Profile 1995-96,Ethiopia,The Economist Intelligent Unit 1996
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資料4 添付図表

マリ国種子品質管理および品質保証の実績

エチオピア国 種子生産普及システムの組織図

エチオピア種子公社の組織図

一般種子の配布実績

エチオピア種子生産計画
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囲 種子品質管理実績

95/96

92-93 93-94 94- 95

年次

図 種子品質保証実績
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ORGANJZATION CHART FOR SEED DISTRIBUT10N SYSTEM暮N ETHIOPIA

PRIME MINISTER OFFICE

Annex-1

LEGEND

INSIA:
National Seed JndustryAgency

-ESE: Ethioplan Seed EnterprlSe

-FAR : Institute ofAgricuJtural Research

-AUA:
AFemaya University of Agriculture

-NVRC: National Variety Release Committee

-.-I-A-･-･-I-1I･･ pRODUCT10N FLOWOFSEED

Ministry of Agriculture

-Arranglng the package of

extension service

lAR

-DevelopLng
new Variety

-Analysis
& experiment

-Produclng
b一eeder seed

after releaslng

AUA

-Developlng
new Variety

-Analysis
& experiment

-Producing
bleeder seed

after releaslng

Technical Evaluation Committee

NVRC chaired by Minister of agrICulture

-Decision making
for newly released variety

Council of Ministers

NSIA

-Promoting & strengthenlng Seed industry

-Prepa‖ng seed regu一ation

-Fixing standard
for qua=ty seed

-lmporting
forelgn deve一oped seed

-Inspecting extension seed

-Overall control of seed distribution

Provision of BLEEDER SEED

MULTIPLICATION TO

EXTENSJON SEED BY

CONTRACT FARM UNDER

ESE'S SUPERVISK)N

小･････････････■■~-~

･-･-A-I-A-1-A-･l

Public Enterpnse

Contro=ng agency

Es巨

(Board of Directors chaired by GM of NS[A)
Responsible for providing quality seed throughout

ETHIOPJA including

-MultipJication of foundation seed

-Multiplication of stock seed

-cleaning, produced seed

-Organizmg seed growing farmers

-Technical transferto seed grower

-Pub一ishing seed bulletin

with 8 seed p｢ocesslng Centers

-･--･･lI･ Mu]tip[1tCationto FOUNDATION SEED

一●一一一一一●-●一一一■■■

Multiplication to STOCK SEED

CJeamngandstorageof EXT)ONSION SEED

DISTRIBUT10N TO FARMERS



ORGANIZATION CHART OF ETHIOPIAN SEED ENTERPRISE Annex-2



Annex-3

Extension seed distribution from 1980 to 1994 by Ethiopian seed enterprise

I" 1980 1981; 1982J 1983! 1984: 1985 19861 1987: 1988; 1989J 1990J 19911' 1992; 19931 19941

'Wheat n~8^0bl' 18^80^^400[~16i6q0i 4,600 13,400T 16,600f t3,800 12,8001 10,400! 5,600f 7,100| 7,000^ ll,1001 12,100;
^Others 2,900! 3,600; 2.400J 3,700! 3,200! 15,500] 12,8001 12,500; 12,300^ 6,000; 5,200; 2,800] 5,100- 6,600| 7,200;

?Total | 20,9001 22,400j 18,800[ 26,300! 7,800! 28,900! 29,400[" 26,300: 25,100j 1M00! 10,800! 9,900i 12,1001 17,7001 19,300=



5 years eXPanS10n

Foundation seed

Wheat (ton)

Others (ton)

Tota =ton)

Stock seed

Wheat(ton) I1,111 1,311.3 2,045.3 2147,6

erston) 1,019 880.8 l,40l.3 1541.2 16944

otaton) 2,131 2,l92.l 3,446.6 3688.8 40568

reaろ) 1,0 1008 1607 1ア32 1904

Extensionseed

1996 1997 1999

Wheat(ton) 12,716 21,4ー6 25300

erston 9,839 7,141 ll,820 13000.9 14296

ota(ton) 22,555.7 28,557 34,820 38300.9 42126

Area(ha) 4 55 77.2 79.5 914

Graph tor eXPanSIOn plan of

I vvheat Eton)

I others (t叫

顔Total(ton)
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